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医学および医療は、病める人の治療はもとより、
人びとの健康の維持もしくは増進を図るもので、

医師は責任の重大性を認識し、
人類愛を基にすべての人に奉仕するものである。

医　の　倫　理　綱　領

１．医師は生涯学習の精神を保ち、つねに医学の知識と技術の習得に努めるとともに、
その進歩・発展に尽くす。

２．医師はこの職業の尊厳と責任を自覚し、教養を深め、人格を高めるように心掛ける。
３．医師は医療を受ける人びとの人格を尊重し、やさしい心で接するとともに、医療内

容についてよく説明し、信頼を得るように努める。
４．医師は互いに尊敬し、医療関係者と協力して医療に尽くす。
５．医師は医療の公共性を重んじ、医療を通じて社会の発展に尽くすとともに、法規範

の遵守および法秩序の形成に努める。
６．医師は医業にあたって営利を目的としない。

公益社団法人　日本医師会

ミャオ族の民族衣装（中国貴州省）
三朝町　湯川医院　湯川　喜美　

　中国貴州省には、少数民族苗（ミャオ）族の自治州がいくつかあり、貴州省東南部にある
世界最大のミャオ族村西江千戸苗村を訪れた。あいにくの雨で傘をさしてのお出迎えになっ
てしまった。若い娘は頭に銀製の冠をのせ、首には首輪を付けている。色鮮やかな刺繍の民
族衣装がとても素敵でした。

散 歩 道さんぽ みち 会員の投稿写真コーナー

砂の美術館
鳥取市　栄町クリニック　松浦　順子　

　鳥取市で2006年に砂像の展示が始まり、2012年に展示施設『砂の美術館』ができました。
今年は第11期展示で、北欧編です。砂像と言ってもテーマモチーフから作り上げられる物
はアートも感じられます。たまに訪れると楽しい所です。

表紙によせて
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平成30年度鳥取県医師会

会員総会のご案内
─特別講演には宇沢国際学館取締役　占部まり先生！！─

公益社団法人鳥取県医師会

　会員の皆様におかれましてはご健勝のこととお慶び申し上げます。
　さて、平成30年度鳥取県医師会会員総会を下記により開催いたします。
　なお、横倉義武日本医師会長は、昨秋シカゴでの世界医師会長就任挨拶で、米子市出
身の世界的経済学者故宇沢弘文先生のお言葉を引用されました。そこで、今回の特別講
演には、宇沢国際学館取締役　占部まり先生をお招きしました。占部先生は、日本医師
会の会内委員会「医師会将来ビジョン委員会」の委員でもあります。タイムリーな講演
が拝聴できると思いますので、多数ご参集いただきますよう、ご案内申し上げます。

記
１．期　日　　平成30年6月16日（土）　午後４時10分（代議員会終了後）
２．場　所　　鳥取県医師会館　鳥取市戎町
３．日　程
　１）開　会
　２）会長挨拶
　３）表　彰
　４）鳥取医学賞講演
　５）特別講演（午後５時～）
　　　『社会的共通資本と医療　父、宇沢弘文の伝えたかったこと』
　　　　　講師　宇沢国際学館取締役　占　部　ま　り　先生
　６）閉　会

＝　移　動　＝
　７）祝賀懇親会
　　　　　会場　　ホテルニューオータニ鳥取　鳥取市今町

＊日本医師会生涯教育講座　１単位

＊カリキュラムコード　6　医療制度と法律

会 員 各 位
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　今回の診療報酬改定では、「医薬品の適正使用」の項目が盛り込まれましたが、その

中に感染症対策や薬剤耐性対策の推進が掲げられています。

　抗菌薬の不適切な使用を背景として、世界的に薬剤耐性菌の問題は顕在化し、一方で

新たな抗菌薬開発は進んでいないのが現状です。2011年WHOの年次総会で薬剤耐性

（Antimicrobial Resistance；AMR）が主たる議題として取り上げられ、AMRが世界

的健康危機として対策活動が展開されました。2015年５月の世界保健総会では、AMR

に関するグローバル・アクション・プラン（GAP）が採択され、加盟各国は２年以内

に薬剤耐性に関する国家行動計画を策定することを求められています。

　これを受け、日本でも2016年４月に厚生労働省においてAMR対策に関する包括的な

取組について議論するとともに、「国際的に脅威となる感染症対策関係閣僚会議」にお

いて「薬剤耐性に関する検討調整会議」が設置され、我が国として初めてのアクション

プランが決定されました。さらに、同年５月の伊勢・志摩サミットの保健分野でAMR

対策の強化などを盛り込んだ「伊勢志摩首脳宣言」が発表されました。今後、感染対策

は院内にとどまらず地域を巻き込んでのネットワークによって支えられることとなり、

感染対策のサーベランスは地域での活動がますます必要となります。

　日本のアクションプランはGAPを参考にして、１）普及啓発・教育、２）動向調査・

監視、３）感染予防・管理、４）抗微生物剤の適正使用、５）研究開発、６）国際協

力が６つの柱となっています。それぞれの目標として１）は、AMRに関する知識や理

解を深め、専門職等への教育・研修を推進すること、２）は、AMRおよび抗微生物薬

の使用量を継続的に監視し、薬剤耐性の変化や拡大の予兆を的確に把握すること、３）

は、適切な感染予防・管理の実践により、薬剤耐性微生物の拡大を阻止すること、４）

は医療、畜水産等の分野における抗微生物薬の適正な使用を推進すること、５）は、

AMRの研究や薬剤耐性微生物に対する、予防・診断・治療手段を確保するための研究

開発を推進すること、６）は国際的視野で他分野と協働しAMR対策を推進することを

掲げています。

　本邦の現状として、2013年の統計によれば、欧米と比較して抗菌薬の使用量は決し

巻　頭　言

鳥取県医師会　理事　秋　藤　洋　一

薬剤耐性対策としての
抗菌薬適正使用
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て多くはないのですが、その９割以上が経口薬で占められ、第３世代セファロスポリン

系、マクロライド系、フルオロキノロン系が３／４以上という、まことに特異的な使用

状況にあります。

　では、「抗菌薬の適正使用」とは何かということになりますが、その定義については

なかなか困難です。Antimicrobial stewardshipと英語では表現されます。抗菌薬が必

要な病態であれば、適切な選択、用量、使用期間を守ることであり、必要でない病態で

は使用を慎むことも意味しています。抗菌薬が必要なのか必要でない病態なのかを把握

することが重要で、厚労省の「抗微生物薬適正使用の手引き」によれば、抗菌薬の不適

正使用は、不必要使用（抗微生物薬が必要でない病態において抗微生物薬が投与される

病態）と不適切使用（抗微生物薬が投与される病態であるが、その状況における抗微生

物薬の選択、使用量、使用期間が標準的な治療から逸脱した状態）と定義しています。

手引きで強調されていることに、当たり前のことですが、細菌感染症であることの診断

を進めることが抗菌薬使用の適応を決める重要な手順であること、細菌感染であっても

自然軽快する感染症（急性下痢症など）があることを把握することが処方医師の診療能

力として踏み込んで記載されています。この手引では、本邦の状況を反映して気道感染

症と急性下痢症が取り上げられています。細菌感染症合併の予防効果があるとして抗菌

薬を処方する医師がたくさんいることは事実です。長年、患者が風邪で抗菌薬を服用す

ると治るという刷り込みがなされてきました。「服用した、よくなった、効いた」とい

う前後関係が因果関係となってしまう、いわゆる、三「た」論法です。研究結果からは

予防効果は否定されており、上気道炎後の肺炎の予防効果を例にとりますとNNT（治

療必要数）は4,000以上です。

　もう一つの視点として重要なのが、抗菌薬適正使用の概念は医療従事者のみならず、

患者、患者家族などの患者側にもきちんと伝える必要があり、手引きでは適正に抗菌薬

が処方された場合には最後まで服用すること、抗菌薬をとっておいて後に服用しないこ

となどが記載されています。また、抗菌薬を処方しないときの患者説明手順も詳しく述

べられています。

　抗菌薬適正使用の恒久的な成果としては、使用量の減少だけではなく耐性菌の減少に

あり感染症診療の改善にあります。前述したように、もとはといえば医療側が「抗生物

質が効く」という概念を患者側に植え付けたことによる部分が大きいのです。これまで

当たり前のようにやってきたことを変えることは、医療者にとっても患者にとっても行

動科学的に容易なことではありませんが、少しでも前進しながら限られた資源である抗

菌薬を次世代でも使えるように残していくことが我々の世代の責務と考えます。
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議事録署名人の選出

　魚谷会長、清水副会長、新田監事を選出。

協議事項

１．県医師会報「（仮）医学部だより」の設置に

ついて

　辻田理事より提案があった。鳥大医学部長　廣

岡保明先生から、「鳥大医学部の基礎や生命科学

の研究をアナウンスする場が欲しい」とのことで

ある。協議した結果、本会会報に「（仮）医学部

だより」として、鳥大医学部の研究やトピックを

紹介するコーナーを設置することを了承した。

２．新生児聴覚検査費助成金審査支払業務にかか

る契約の締結について

　現在、県内12市町村で実施されており、本会と

鳥取県国保連合会との間で契約を締結している。

平成30年度より日野町においても開始されること

になり、契約を締結した。

３．中国四国医師会連合　医療保険分科会の出席

について

　５月13日（日）午後２時より高松クレメントホ

テルにおいて開催される。米川・瀬川両常任理

事、秋藤理事が出席する。平成30年度診療報酬改

定の評価について提出議題があれば事務局までお

願いする。

４．母体保護法指定医師研修会の開催について

　５月27日（日）午前10時より県医師会館におい

て開催する。

５．専門医共通講習会の開催について

　５月27日（日）県医師会館で開催する「母体保

護法指定医師研修会」のなかで、午前11時５分か

らの講演「出生前診断の現状」（鳥大医学部附属

病院遺伝子診療科助教　岡崎哲也先生）を、「専

門医共通講習①医療倫理（必修）１単位」として

申請中である。産婦人科以外の医師の受講も可能

であるので、希望者は受講していただきたい。本

件は、会報へ掲載し会員へ周知を図る。

６．都道府県医師会　組織強化担当役職員連絡協

議会の出席について

　６月８日（金）午後１時30分より日医会館にお

いて開催される。渡辺副会長（日医委員）、明穂

常任理事、岡本次長が出席する。また、テレビ配

信を受けて県医師会館で事務局が視聴する。

第　1　回　理　事　会

■　日　時　　平成30年４月12日（木）　午後４時10分～午後５時20分

■　場　所　　鳥取県医師会館　鳥取市戎町

■　出席者　　魚谷会長、渡辺・清水両副会長

明穂・米川・笠木・岡田・瀬川各常任理事

武信・小林・辻田・太田・秋藤・池口各理事

新田・中井両監事

松浦東部会長、松田中部会長、野坂西部会長

理　事　会



鳥取県医師会報　18．5　No.755

4

７．鳥取県医師会役員並びに裁定委員の選任の公

示について

　本会会報４月号（４月15日付）及びホームペー

ジで公示する。立候補する者は、会員３名以上10

名以内の推薦を受けて、選挙期日の16日前の５月

31日（木）午後５時までに県医師会長宛に文書で

届出をお願いする。

８．鳥取県医師会第200回定例代議員会の開催に

ついて

　６月16日（土）午後２時50分より県医師会館に

おいて開催する。正副議長の選定、平成29年度事

業報告、３つの議事の承認、役員の選任並びに会

長及び副会長の選定等を行う。

９．鳥取県医師会第200回定例代議員会の付議事

項について

　３つの付議事項、（１）平成29年度決算の承認、

（２）平成30年度会費減免申請の承認、（３）平成

31年度会費及び負担金の賦課徴収、について協議

した結果、承認した。議案を上程し審議を諮る。

10．会員総会の開催について

　６月16日（土）午後４時10分より県医師会館に

おいて開催する。特別講演の講師として、宇沢国

際学館取締役　占部まり先生をお招きしているの

で、多くの会員の参加をお願いする。

11．中国四国医師会連合　学校保健担当理事連絡

協議会の出席並びに提出議題等について

　８月19日（日）午前10時より松江市において島

根県医師会の担当で開催される。笠木常任理事、

中井監事を中心に提出議題、日医への要望を考案

する。

12．中国地区学校保健・学校医大会の出席並びに

研究発表について

　８月19日（日）午後１時より松江市において島

根県医師会の担当で開催される。笠木常任理事、

中井監事を中心に研究発表のテーマ、演者の選定

をする。

13．鳥取県医師会指定学校医の更新申請について

　９名（東部１名、中部２名、西部６名）の申請

があり、審議した結果、条件を満たしているた

め、承認した。

14．鳥取県医師会指定学校医制度の単位認定につ

いて

　下記のとおり実施された総会等について、研修

単位（５単位）を付与することを承認した。

・鳥取県眼科医会総会・講習会（３月18日（日）

午後１時　米子ワシントンホテル）

15．鳥取県医師会指定学校医制度の研修会として

認めている研修会の確認について

　「鳥取県医師会、地区医師会または学校保健会

が主催する学校保健関連の研修会」として、『眼

科・耳鼻科医会「総会（研修会）」（５単位）』の

追加を承認した。なお、各診療科医会主催の学校

保健関連研修会、地区医師会主催の研修会で要綱

に記載のない研修会は、事前に理事会又は学校

医・園医部会運営委員会の承認が必要である。

16．８月の公開健康講座について

　通常は毎月第３木曜日に開催しているが、８月

の第３木曜日は８月16日で盆である。協議した結

果、開催を見送ることとした。

17．平成30年度生活保護に係る嘱託医の推薦につ

いて

　任期満了に伴い、県福祉監査指導課より推薦依

頼がきている。適任者１名を推薦する。

18．鳥取市社会福祉審議会臨時委員の推薦につい

て

　鳥取市より推薦依頼がきている。現在、県に推

薦している指定医師等審査部会臨時委員８名を推
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薦する。

19．糖尿病性腎症重症化予防プログラム案の策定

検討チーム委員の推薦について

　県医療・保険課より推薦依頼がきている。腎症

専門医として太田理事、糖尿病専門医して楢﨑晃

史先生（県立中央病院）を推薦する。

20．鳥取県糖尿病療養指導士認定機構　認定更新

の対象となる研修会の承認について

　平成30年度糖尿病療養指導勉強会として、中海

エリア糖尿病療養研究機構（米子市）で開催され

る下記５回の研修会を承認した。

・６／14（木）、７／12（木）、８／２（木）、９

／13（木）、10／11（木）の計５回、何れも午

後６時30分

21．平成30年毎月勤労統計調査特別調査の実施に

関する広報の掲載について

　厚労省では、毎月実施する通常の調査では対象

にならない１～４名の労働者を雇用する事業所を

対象に、統計調査員が７～８月にかけ、県内の定

められた調査区内の約1,685事業所を訪問し調査

を行う。この調査は、賃金、労働時間及び雇用の

変動を明らかにする大切な調査であるため、対象

となった医療機関は協力をよろしくお願いする。

本件は、会報へ掲載し周知する。

22．第10回全国医師会事務局連絡会研修会の出席

について

　６月30日（土）午後１時より日医会館におい

て、「繋がろう。これからの10年とその先へ。～

しらぬいのキセキ～」をテーマに開催される。小

林課長、神戸係長、地区医師会事務局担当者が出

席する。

23．名義後援について

　下記の研修会等について、名義後援を了承し

た。

・第10回全国医師会事務局連絡会研修会（６／30

　日医）

・アディクションを語る集い2018（６／30　新日

本海新聞社中部本社ホール）

24．日医生涯教育制度認定申請の承認について

　地区医師会などから申請の出ている講演会につ

いて協議の結果、何れも妥当として認定した。

25．職員の給与（定期昇給）について

　塚谷・岩垣両課長、高岸・神戸両係長は昇任に

よる昇給、他の職員は給与表による定期昇給を承

認した。

26．職員の事務分担について

　新規採用、再雇用等に伴い、職員の事務分担を

変更した。

27．その他

＊日医より、例年どおり地球温暖化防止対策の実

施（５／１～10／31）について周知依頼があっ

た。日医会館へ来館の際は、夏の軽装（クール

ビズ）でもよい。本会としても同様の対応とす

るので、理事会、各種委員会等で県医師会館へ

来館の際は、クールビスでお願いする。

＊県健康政策課からの情報提供である。死亡原因

としての急性心筋梗塞と心不全について、鳥取

県と島根県を比較した場合、大きな差異が生じ

ている。統計上の問題か、死亡診断書の記載が

問題なのか、今後、分析、評価を進めていく。

＊鳥取県では、医療的ケア児等やその兄弟姉妹を

対象として、平成30年度に「大山」でキャンプ

を開催する。このキャンプは、クラウドファン

ディングにより、必要な費用の一部について寄

附により実施する。本会として賛同することと

した。県より直接県内医療機関へ依頼文書が届

くので協力をお願いする。なお、寄附は鳥取県

ふるさと納税サイトからしていただくことにな

る。
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報告事項

１．鳥取県保健事業団理事会の出席報告

〈岡田常任理事〉

　３月６日、保健事業団において開催され、副理

事長として出席した。議事として、平成30年度事

業計画及び収支予算、組織及び規程等の変更、中

部健康管理センター隣地の用地購入、について協

議、意見交換が行われた。

２．第199回臨時代議員会の開催報告

〈明穂常任理事〉

　３月17日、ホテルニューオータニ鳥取において

開催した。平成30年度事業計画及び収支予算の報

告、日医代議員及び予備代議員の選挙を行った

後、会費減免申請の承認について審議が行われ承

認・可決された。日医代議員には渡辺・清水両副

会長が、同予備代議員には明穂常任理事、松浦東

部会長がそれぞれ当選した。

　内容の詳細は、別途会報に掲載する。

３．第４回鳥取県医療費適正化計画策定評価委員

会の出席報告〈米川常任理事：書面報告〉

　３月22日、県庁において開催された。議事とし

て、（１）第三期鳥取県医療費定型化計画の最終

案、（２）第二期鳥取県医療費適正化計画の進捗

状況、などについて協議、意見交換が行われた。

国から提供された推計ツールを用いて算出した、

特定健診及び特定保健指導実施率、後発医薬品の

普及等の医療費適正化の取組を行った場合の鳥取

県の医療費見込みは2,196億円で、適正化による

効果は23億円であった。

４．鳥取大学　学長選考会議・経営協議会の出席

報告〈魚谷会長〉

　３月22日、ホテルニューオータニ鳥取において

開催された。議事として、（１）次期学長候補者

選考の日程案（９月開催予定）、（２）学長の職務

の評価に係る検討、などについて協議、意見交換

が行われた。

　引き続き、経営協議会が行われ、平成30年度年

度計画及び鳥取大学予算案、目的積立金の事業計

画案について協議、意見交換が行われた。

５．第４回鳥取県健康づくり文化創造推進県民会

議の出席報告〈武信理事〉

　３月22日、白兎会館において開催され、委員長

として出席した。議事として、（１）鳥取県健康

づくり文化創造プラン（第三次）の策定、（２）

鳥取県の30年度健康づくり関連事業、などについ

て協議、意見交換が行われた。

６．診療報酬点数改定説明会の出席報告〈各役員〉

　下記のとおり役員が出席し、平成30年４月より

実施された診療報酬改定の具体的内容について解

説した。

・東部－３月22日（とりぎん文化会館）：瀬川常

任理事

・中部－３月22日（倉吉未来中心）：秋藤理事

・西部－３月29日（米子市文化ホール）：米川常

任理事

７．鳥取県医療審議会の出席報告〈魚谷会長〉

　３月23日、県医師会館と中・西部医師会館でテ

レビ会議が開催され、会長に選出された。また、

瀬川常任理事は法人部会委員に選出された。議事

として、（１）鳥取県保健医療計画案、（２）平成

30年度鳥取県地域医療介護総合確保基金（医療）、

（３）地域医療介護総合確保基金活用事業の平成

28年度事後評価、（４）特例有床診療所の開設等

に係る協議要領の一部改正、について協議、意見

交換が行われた。また、（１）医療法及び医師法

の改正法案、（２）新専門制度（専攻医登録状況）、

（３）鳥取県緊急被ばく医療計画の改正、（４）医

療法人の設立・解散の認可状況、について報告が

あった。
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８．鳥取県防災会議の出席報告〈谷口事務局長〉

　３月23日、県庁において開催され、清水副会長

の代理で小林課長が出席した。議事として、鳥取

県地域防災計画及び鳥取県広域住民避難計画の修

正について協議、意見交換が行われた。本県では

平成28年10月の鳥取県中部地震、平成29年１・２

月の豪雪による教訓や「災害時支え愛運動」な

ど、災害対応の好事例も踏まえて修正された。

９．中国四国医師会連合　常任委員会（会長会議）

の出席報告〈魚谷会長〉

　３月24日、東京都内のホテルにおいて徳島県医

師会の担当で開催され、谷口事務局長とともに出

席した。議事として、次期日本医師会長のブロッ

ク推薦並びにブロック選出役員について協議、意

見交換が行われた。さらに、４月28日（土）開催

の会長会議において協議を行う。

10．中国四国医師会連合　常任委員会並びに連絡

会の出席報告〈明穂常任理事〉

　３月24日、東京都内のホテルにおいて徳島県医

師会の担当で開催され、魚谷会長、渡辺・清水両

副会長、野坂西部会長、谷口事務局長とともに出

席した。

　常任委員会では、（１）中国四国医師会ブロッ

ク内での「勤務医特別委員会」の立ち上げ、（２）

１／28中国四国医師会連合各県有床診療所担当理

事連絡協議会・研修会報告、（３）中国四国医師

会連合祝賀会（６／23　明治記念館）、などにつ

いて報告、協議、意見交換が行われた。

　引き続き、連絡会が行われ、常任委員会、日医

財務委員会並びに議事運営委員会、中央情勢につ

いて報告があった。

　内容の詳細は、別途会報に掲載する。

11．日本医師会　臨時代議員会の出席報告

〈渡辺・清水両副会長〉

　３月25日、日医会館において開催され、魚谷会

長（日医監事）とともに出席した。

　横倉会長の挨拶、平成30年度事業計画及び予算

の報告後、議事に入り、第１号議案「平成29年度

日医会費減免申請」が可決決定された。また、代

議員から代表質問８件、個人質問14件が寄せら

れ、担当役員から回答がなされた。

　内容の詳細は、日医ニュースに掲載されるの

で、御覧いただきたい。

12．「ミクロの世界探検コーナー（電子顕微鏡の

まち・米子市）」オープニングセレモニーの

出席報告〈辻田理事〉

　３月26日、米子市児童文化センターにおいて開

催され、会長代理として野坂西部会長とともに出

席した。当日は、電子顕微鏡を米子市へ贈呈され

た田中敬一先生、伊木隆司米子市長、廣岡保明鳥

大医学部長等を始め関係者が参集し、テープカッ

トが行われた。

13．日本医師会　CBRNE（テロ災害）研修会の

出席報告〈清水副会長〉

　４月４日、日医会館において、「TOKYO2020

東京オリンピック・パラリンピックに向けて」を

テーマに開催され、渡辺副会長とともに出席し

た。当日は、基調講演「CBRNE災害の概要と医

療対応」（ロニット・カッツ　スタンフォード大

学教授）、「テロ災害対策」をテーマに講演６題、

（１）総論、（２）化学、（３）生物、（４）放射線

物質、（５）爆発物、（６）現場の対応、及びパネ

ルディスカッション等が行われた。

　内容の詳細は、別途会報に掲載する。

14．産業医部会運営員会の開催報告〈秋藤理事〉

　４月５日、県医師会館において労働局、鳥取産

保総合支援センターに参集いただき開催した。議

事として、平成28年度事業報告並びに平成29年度

事業計画、鳥取産保総合支援センター事業などに

ついて報告、協議、意見交換を行った。今年度の

産業医研修会は、各地区で基礎研修と生涯研修の

合同とし、テーマを「産業医を取り巻く状況」、
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「メンタルヘルス」、「環境測定」、「熱中症対策」、

「感染症対策」、「腰痛」、「がん患者の職場復帰・

治療と仕事の両立支援」とし、この中から選択し

て開催する。

　内容の詳細は、別途会報に掲載する。

15．広島県医師会との懇談会の開催報告

〈明穂常任理事〉

　４月８日、大山ロイヤルホテルにおいて開催

し、２つの懇談項目、（１）国保の保険料の統一

（鳥取県）、（２）代議員会の開催状況（広島県）、

などについて協議、意見交換を行った。

　内容の詳細は、別途会報に掲載する。

16．平成30年度地域医療介護総合確保基金（医療

分）にかかる厚生労働省による都道府県個別

ヒアリングの出席報告〈魚谷会長〉

　４月11日、厚生労働省において開催され、樋口

県歯科医師会長、都田県薬剤師会副会長、内田県

看護協会長とともに出席した。県から提出資料に

基づき説明された後、県立中央病院の改築工事、

及び鳥取赤十字病院との機能分担、県立厚生病院

のがん外来診療の設備について発言した。

17．鳥取県医師会ホームページ上における「禁煙

指導医・講演医」情報の扱いについて

〈辻田理事〉

　平成27～29年度に地区医師会で実施していただ

いた「禁煙指導医・禁煙講演医養成のための講習

会」へ一度も出席されなかった会員に対して、本

会ホームページの掲載条件である「３年間に少な

くとも１回、講習会に出席する」の条件から外れ

るため、本会ホームページから医療機関名・氏名

等の情報を削除した。

18．鳥取県医師会代議員及び同予備代議員の選出

結果について〈明穂常任理事〉

　この度、地区医師会で選出していただいた本会

代議員及び同予備代議員について、それぞれ定数

である49名（東部19名、中部８名、西部19名、大

学３名）より立候補届けの提出があった。任期

は、平成30年４月１日からの２年間である。会報

へ名簿を掲載する。

19．代表理事並びに業務執行理事の職務の執行状

況報告

　代表理事として魚谷会長、渡辺・清水両副会長

並びに各常任理事から以下のとおり職務の執行状

況の報告がなされた。

〇代表理事（会長、副会長）

〈魚谷会長〉

　諸会議や会務の執行について事務局職員と面

談、電話、メール等により打ち合わせ、指示を行

った。出席した諸会議については報告事項のとお

りである。

〈渡辺・清水両副会長〉

　会長代理として諸会議に出席したほか、諸会議

や会務の執行について事務局職員と面談、電話、

メール等により打ち合わせ、指示を行った。出席

した諸会議については報告事項のとおりである。

〇業務執行理事

〈各常任理事〉

　所管事項に関する諸会議や会務の執行について

事務局職員と面談、電話、メール等により打ち合

わせ、指示を行い、会議当日の運営を行った。出

席した諸会議については報告事項のとおりであ

る。
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協議事項

１．平成30年度社会保険医療担当者指導医の推薦

について

　任期満了に伴い県医療・保険課より推薦依頼が

きている。内科８名、外科１名、整形外科２名、

小児科２名、耳鼻咽喉科２名、精神科１名、眼科

２名、皮膚科２名、泌尿器科２名、脳外科１名、

産婦人科２名の計25名（うち新任４名）を推薦す

る。

２．平成30年度社会保険医療担当者指導医の追加

推薦について

　中国四国厚生局鳥取事務所より追加推薦依頼が

きている。眼科１名、小児科１名、皮膚科１名を

推薦する。

３．鳥取県公衆衛生協会理事の推薦について

　任期満了に伴い推薦依頼がきている。魚谷会

長、渡辺副会長、笠木常任理事を推薦する（再

任）。任期は、５月24日（木）午後３時30分より

県医師会館で開催される理事会の開催日から２年

間である。

４．鳥取県がん診療連携協議会委員の推薦につい

て

　任期満了に伴い推薦依頼がきている。魚谷会

長、岡田常任理事を推薦する（再任）。任期は、

平成30年４月１日から２年間である。

５．鳥取県留置施設視察委員会委員の推薦につい

て

　任期満了に伴い推薦依頼がきている。板倉和資

先生（東部医師会）を推薦する（再任）。任期は、

平成30年６月１日から１年間である。

６．鳥取県人権文化センター理事について

　任期満了に伴い推薦依頼がきている。谷口事務

局長を推薦する（再任）。任期は、平成30年５月

から２年間である。

７．鳥取県病院協会定期総会及び管理部会等の出

席について

　５月22日（火）午後２時30分よりホテルセント

パレス倉吉において開催される。会長代理として

渡辺副会長が出席する。

８．学校医・園医部会運営委員会の開催について

　５月25日（金）午後１時より県医師会館と中・

西部医師会館でテレビ会議を開催する。

９．第１回産業医研修会の開催について

　　７月８日（日）午後１時より西部医師会館に

おいて開催する。研修単位は基礎＆生涯研修５単

位。

10．母体保護法指定医師の新規申請について

　西部地区より１名の申請があり、審議した結

果、承認した。平成30年４月19日付で指定する。

第　1　回　常　任　理　事　会

■　日　時　　平成30年４月19日（木）　午後６時15分～午後６時35分

■　場　所　　鳥取県医師会館　鳥取市戎町

■　出席者　　魚谷会長、渡辺・清水両副会長

明穂・米川・瀬川各常任理事
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11．名義後援について

　下記のとおり実施される研修会等について、名

義後援を了承した。

・米子ピンクリボンフェスタ2018（６／10　米子

市　車尾ホール）

・第32回中国ブロック理学療法士学会（９／８−

９　米子コンベンションセンター）

・第４回島根がんのリハビリテーション研修会

（９／15−16　島根県立中央病院）

報告事項

１．四師会観桜会の出席報告〈明穂常任理事〉

　４月12日、ホテルニューオータニ鳥取において

県薬剤師会の担当で開催された。平井伸治鳥取県

知事の来賓挨拶、稲田寿久鳥取県議会議長の乾杯

の発声の後、歓談に移り大変盛会であった。参加

人数は約130人。

２．故植松治雄先生を「偲ぶ会」の出席報告

〈明穂常任理事〉

　４月15日、大阪市内のホテルにおいて行われ、

会長代理として谷口事務局長とともに参列した。

茂松茂人　大阪府医師会長の追悼の辞のあと、横

倉義武　日医会長、元日医副会長　櫻井秀也先

生、大阪大学医学部附属病院長　木村　正先生、

元参議院議員の谷川秀善氏から「お別れの言葉」

が述べられた。参列者は約500人であった。

３．「社会医療法人明和会医療福祉センター渡辺

病院　創立65周年・社会医療法人認定10周年 

本館／東館／新北館増改築整備事業竣工」記

念式典・祝賀会の出席報告〈魚谷会長〉

　４月14日、ホテルニューオータニ鳥取において

開催され、清水副会長以下役職員とともに出席

し、祝賀会で来賓祝辞を述べてきた。また、記念

式典では、石破　茂衆議院議員、平井伸治知事、

深澤義彦鳥取市長、鈴木邦彦日医常任理事、堀井

茂男日本精神科病院協会副会長より来賓祝辞があ

り、大変盛会であった。

日本医師会 ─ご加入のおすすめ─
医師年金は、日本医師会が運営する医師専用の私的年金
です。
日本医師会員で満64歳６カ月未満の方が加入できます
（申し込みは64歳３カ月までにお願いします）。

【シミュレーション方法】
トップページから「シミュレーション」に入り、ご希望の受
取額や保険料、生年月日を入力すると、年金プランが表示
されます。

【仮申込み方法】
「マイページ」に登録すると、ネット上で医師年金の仮申し
込みが可能となります。

医師年金
医師年金
ホームペー

ジで

ご加入時の
受取年金額のシミュレーションが
できます！ 医師年金 http://www.med.or.jp/nenkin/検　索

お問い合わせ・資料請求：日本医師会　年金・税制課　☎ 03－3942－6487（直）（平日９時半～17時）
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諸 会 議 報 告

挨　拶

〈魚谷会長〉

　近年では、メンタルヘルスの問題や、治療と仕

事の両立支援、働き方改革など、様々な問題が出

てきており、産業医にかかってくる責任は益々大

きくなっている。一方、それに担う報酬等が担保

されておらず、産業医自らが過重労働に追われ

て、メンタルヘルスが必要となるくらい、個々の

会員からはかなり不満が出ている。

　そういった点を踏まえ、日本医師会においては

３月に開催された代議員会で、そろそろ全国的な

産業医をまとめる組織が必要ではないかとの意見

が出された。また、昨日のメディファクスには、

日医の市川常任理事が、特に医療機関における産

業医のあり方について検討していきたいとの記事

があった。

　鳥取県医師会としても県内の産業医をしっかり

支えていきたいと思うので、今後、産業医部会が

益々発展して、個々の産業医へ支援ができるよう

に、熱心な御討議をよろしくお願いする。

〈黒沢委員長〉

　産業医の職務が非常に重要視されてきており、

実際企業の運営にも携わっていく役割が与えられ

ている。それに見合った報酬かどうか、私の実地

体験として少ないと感じている。今後、産業医活

動が重要であるとの観点から、その活動の充実と

ともに、報酬等も医師会で検討していけたらと思

う。本日は、産業医部会の活動内容について御討

議いただき、さらなる産業医活動の発展について

検討していきたい。

議　事

１．平成29年度事業報告について〈秋藤委員〉

　本会産業医部会が実施した主な事業、（１）日

医認定産業医数365名（前年比－14名）、（２）産

業医部会運営委員会・産業医研修会・鳥取県産業

保健協議会の開催、（３）第39回産業保健活動推

進全国会議並びに都道府県医師会産業保健担当理

事連絡協議会の出席」などについて、資料をもと

に報告があった。内容の詳細は、会議録等を会報

に掲載している。

産業医研修会のテーマが決まる
＝産業医部会運営委員会＝

■　日　時　　平成30年４月５日（木）　午後４時10分～午後５時30分

■　場　所　　鳥取県医師会館　　鳥取市戎町

■　出席者　　〈鳥取県医師会〉魚谷会長、明穂常任理事

〈産業医部会運営委員会〉

黒沢委員長、渡辺副委員長

尾㟢・岡田・瀬川・小林・秋藤・松浦・加藤・福嶋・大石・

越智・門脇各委員

〈鳥取労働局健康安全課〉仲浜課長、井上専門官

〈鳥取産業保健総合支援センター〉能勢所長、片山副所長
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２．都道府県医師会　産業保健担当理事連絡協議

会の出席報告〈明穂常任理事〉

　平成30年３月14日、日医会館において開催され

た。議事として、「産業医活動の活性化」（１）行

政の立場から～最近の産業保健行政の動きを踏ま

えて（神ノ田昌博 厚労省労働局労働衛生課長）、

（２）医師会の立場から～産業医組織活動実態調

査を踏まえて（松本日医常任理事）、「医療機関に

おける産業保健活動の推進～産業保健委員会答申

並びに日医医師の働き方検討委員会の検討を踏

まえて～」（相澤好治　日医産業保健委員会委員

長・医師の働き方検討委員会委員長）の報告・説

明があった後、事前に寄せられていた質問に対し

て厚労省、日医より回答がなされた。詳細は、会

報第754号へ掲載した。

３．平成30年度事業計画（案）について

　平成30年度に実施する本会産業医研修会のテー

マ、講師等について協議、意見交換を行った。具

体的には下記のとおり実施する。

（１）日医認定産業医の取得を目指している医師

のための「基礎研修（実地・後期）」と、更新

を迎える医師のための「生涯研修（更新・実

地・専門）」を合同で、基本テーマを「産業医

を取り巻く状況」「メンタルヘルス」「環境測

定」「熱中症対策」「感染症対策」「腰痛」「がん

患者の職場復帰・治療と職業の両立支援」と

し、この中から選択して各地区で開催する。

　第１回目は、平成30年７月８日（日）午後１

時より西部医師会館で開催する。中部地区は９

月、東部地区は11月を予定している。

（２）鳥取産業保健総合支援センター主催・県医

師会共催により「治療と就労の両立支援」に関

連した研修会を各地区で開催するとともに、職

場巡視を実施し、日医認定産業医制度指定研修

会「生涯・専門（認定産業医のみ対象）」とし

て申請する。

（３）「第40回産業保健活動推進全国会議への参

画」「鳥取県産業保健協議会の開催（11～12月

開催予定）」「鳥取県産業安全衛生大会（７/４ 

米子市文化ホール）への参画」

４．鳥取産業保健総合支援センターの事業につい

て〈片山副所長〉

　平成30年度は、「治療と職業生活の両立支援」、

「メンタルヘルス対策関係（ストレスチェック制

度を含む）」、「産業医・産業保健活動の活性化」

を柱とする。

　「治療と職業生活の両立支援」では、（１）事

業場担当者等へのガイドライン等に関する専門的

研修、（２）産業医へのガイドライン等に関する

研修、（３）医療従事者に対する主治医作成の意

見書の内容（書き方）等に関する研修などを行う

予定である。

５．平成30年度の産業保健事業について

〈仲浜鳥取労働局健康安全課長〉

（１）産業医制度に係る見直しについて（平成29

年６月１日施行）

（１）健康診断の事後措置に必要な情報の提供

（２）長時間労働者に関する情報の提供

（３）定期巡視等産業医の情報収集の見直し

（２）産業医・産業保健機能の強化（労働安全衛

生法等の改正）

○産業医の活動環境の整備

（１）産業医の独立性・中立性の強化

（２）長時間労働者等の健康確保対策の強化

（３）産業医の業務内容等の周知

○労働者の健康管理等に必要な情報の産業医への

提供等

（１）労働者の健康管理等に必要な情報の産業

医への提供

（２）労働者の健康情報の適正な取扱いの確保

（３）第13次労働災害防止計画（計画期間：2018

年４月１日～2023年３月31日）

　死亡災害を15％以上減少させ、死傷災害を５％
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以上減少させる。下記の８つの重点事項が示され

た。

（１）死亡災害の撲滅を目指した対策の推進

（２）過労死等の防止等の労働者の健康確保対

策の推進

（３）就業構造の変化及び働き方の多様化に対

応した対策の推進

（４）疾病を抱える労働者の健康確保対策の推

進

（５）化学物質等による健康障害防止対策の推

進

（６）企業・業界単位での安全衛生の取組の強

化

（７）安全衛生管理組織の強化及び人材育成の

推進

（８）国民全体の安全・健康意識の高揚等

６．その他

　平成30年度診療報酬改定において、治療と仕事

の両立支援に関する診療報酬として「療養・就労

両立支援指導料」が新設された。点数は1,000点

（１万円）で、６ヶ月に１回に限り算定できる。

ポイントは下記のとおりである。

○対象疾患：がんに限る

○対象患者：�産業医が選任されている事業場で就

労している労働者に限る。

○算定要件：

（１）主治医が、産業医に対して治療と仕事の

両立に関する意見書を作成した場合が対象と

なる。

（２）産業医は、主治医に対して治療と仕事の

両立に関して必要な配慮等について文書で助

言する。

（３）主治医は、産業医の助言を踏まえ、治療

計画の再評価を行う。

鳥取医学雑誌「興味ある症例」投稿にあたって

　「興味ある症例」はX線、内視鏡写真、超音波写真、心電図など形態学的所見が読めるように
きちんと撮影されている症例の掲載を目的としています。珍しい症例は勿論ですが、ありふれた
症例でも結構ですから、見ただけで日常診療の糧となるような症例をご投稿下さい。
投稿規定：
　原則として１症例につき２頁以内におさまるように、症例のあらましとX線、内視鏡、超音波、
CT、心電図などの画像とその診断名、解説をまとめて下さい。
　写真４枚以内、症例紹介300字以内、解説約500字（半ページ）、約1,000字（１ページ）。
　カラー写真は、編集委員会で認めたものについては著者の負担を要しない。
　典型例では文献は必要ありませんが、比較的珍しい症例では２～３個以内の文献を付けて下さ
い。
　要旨、英文タイトル、Key words等は不要です。
　採否およびその他の記載方法は鳥取医学雑誌投稿規定に依ります。
　なお、二重投稿および個人情報の守秘には充分ご留意下さい。

（鳥取医学雑誌編集委員会）
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開　会

　坂本指導第一係長の司会で開会。光永所長、魚

谷会長の挨拶の後、議事へ移った。

挨拶（要旨）

〈光永所長〉

　鳥取県医師会の皆様方におかれては、平素より

保険医療行政の円滑な運営にご理解とご協力をい

ただき感謝申し上げる。平成30年度は２年に１度

の診療報酬改定の年であり、この度の改定は2025

年問題とその先を見据えた改定となっている。改

定内容等について、医師会員への指導等、より一

層ご尽力いただくようお願いする。

　本日の議題である保険医療機関の指導について

は、指導大綱に基づき実施するものであり、保険

診療の質的向上及び適正化を主眼としている。指

導にあたっては、医師会等関係機関に協力を求め

ながら円滑な実施に努めていきたいと考えてい

る。

　今後とも、医療保険制度に対するご理解とご協

力の程よろしくお願いする。

〈魚谷会長〉

　毎年このような会を持っていただき感謝申し上

げる。私が申し上げるまでもなく、本邦は国民皆

保険の国であり、この制度を守っていく事が国民

に安心で安全な医療を提供できる最善の道ではな

いかと思っている。また、我々が日頃行っている

診療内容は、審査機関において医師の目により審

査が行われており、このような体制が非常に大事

だと思っている。

　一方で、会員は指導の対象となることに相当な

プレッシャーを感じているが、私は医師としての

常識のもとに診療をしていれば、指導の対象にな

ってもそう問題となるようなことはないと思って

いる。もし、その中で間違いや勘違いがあれば、

指導等を通して是正していけばよいのであって、

そのような考えに基づいて、我々は常に会員を守

る立場にあると思っている。ただし、そうかと言

って間違ったことをしてもよいということではな

く、適切な指導のあり方について、この会でしっ

かりと話し合いながら進めていきたい。さらに、

指導対象となった医療機関からは、なぜ指導の対

象となったのかが知りたいという声が多く上がっ

ているので、会報等による更なる情報提供に務め

＝保険医療機関指導計画打合せ会＝

■　日　時　　平成30年４月19日（木）　午後４時10分～午後４時55分

■　場　所　　鳥取県医師会館　鳥取市戎町

■　出席者　　〈県医師会〉

魚谷会長、渡辺・清水両副会長

明穂・米川・瀬川各常任理事

谷口事務局長、岡本次長、神戸係長

〈中国四国厚生局鳥取事務所〉

光永所長、林審査課長、小林指導課長

向井医療指導監視監査官、坂本指導第一係長

〈県福祉保健部医療・保険課〉

金涌課長、祖田係長
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ていきたい。

　本日はよろしくお願いする。

議　事

１．平成29年度指導結果について

　平成29年度に実施された指導結果の概要につい

て、資料をもとに坂本指導第一係長から説明があ

った。

　集団指導について、145機関（新規指定７機関、

指定更新138機関）、新規登録医43名に対して実施

した。集団的個別指導は24機関に実施。

　新規個別指導は実施予定であった７機関のうち

６機関に実施した。診療報酬明細書の取扱いが無

かった１機関は未了分とし、平成30年度に実施予

定とした。個別指導は７機関に実施し、当初予定

していた８機関のうち１機関は指導計画後に機関

廃止となった為、実施しなかった。なお、平成29

年度においては指導の中断等はなく、指導後の措

置については、「概ね妥当」─４機関、「経過観

察」─８機関、「再指導」─１機関であった。

２．指導対象保険医療機関の選定について

○集団指導について

①新規指定の保険医療機関に対する指導は、新規

指定後概ね１年以内に実施される。なお、移

転、組織変更（開設者及び管理者の実態に変更

がない場合）は含まない。

②更新時集団指導は、指定更新された保険医療機

関を対象に実施される。

③保険医集団指導は、新規登録された保険医に対

して実施される。

　①②③はいずれも同日開催とし、各地区１回ず

つ開催。ただし、③は西部地区１回の実施。指導

時間は概ね１時間。

○集団的個別指導について

　レセプト１件当たりの平均点数が、病院の場

合「県平均点数×1.1」、診療所の場合「県平均点

数×1.2」を超え、かつ、「前年度及び前々年度に

集団的個別指導又は個別指導を受けた機関」およ

び「１ヶ月あたりのレセプトが概ね30件未満の保

険医療機関」を除き、類型区分ごとの総数より概

ね上位８％の範囲のものから選定する。対象機関

数が１未満の場合は、小数点以下を経年毎に累計

し、１を超えた時、対象機関を選定する。

　実施方法は講義方式による。各地区１回ずつ開

催し、集団指導と同時開催。病院についても集団

指導と同時開催される。

○新規個別指導について

　原則、新規指定集団指導を受け、かつ新規指定

後概ね６か月経過した保険医療機関を対象に実施

される。実施にあたっては、診療報酬明細書に係

る件数は10件（病院は20件）、指導時間は概ね１

時間（病院は２時間）。実施通知時期は指導日の

１か月前とし、患者名等通知は１週間前にFAX

により行われる。

○個別指導について

　総保険医療機関数の概ね４％を上限数として、

診療報酬請求等に関する情報提供があった場合、

個別指導の結果、措置が再指導の場合、集団的個

別指導を受けた保険医療機関等のうち、翌年度の

実績においても、なお高点数（病院の場合「県平

均点数×1.1」、診療所の場合「県平均点数×1.2」）

の場合等に、実施される。

　実施にあたっては、診療報酬明細書に係る件数

は30件、指導時間は概ね２時間（病院は３時間）。

実施通知時期は１か月前で、患者名等通知は１週

間前に20件、前日に10件がFAXにより行われる

（DPCは１か月前に実施通知と併せて20件、前日

に10件が送付）。

３．平成30年度指導計画について

　今年度の対象予定件数は以下の予定である。
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【参考】類型区分別平均点数および対象点数（鳥

取県）

（病院）

［類型区分］	 ［県平均点数］	 ［対象点数］

　・一般病院	 49,661点	 54,627点

　・精神病院	 40,425点	 44,467点

　・その他	 60,522点	 66,574点

（臨床研修指定病院、特定機能病院等）

（診療所）

［類型区分］	 ［県平均点数］	 ［対象点数］

　・内科	 1,134点	 1,360点

　・内科（在宅）	 1,378点	 1,653点

　・内科（透析）	 8,702点	 10,442点

　・精神神経科	 1,008点	 1,209点

　・小児科	 975点	 1,170点

　・外科	 1,100点	 1,320点

　・整形外科	 1,070点	 1,284点

　・皮膚科	 611点	 733点

　・泌尿器科	 798点	 957点

　・産婦人科	 870点	 1,044点

　・眼科	 956点	 1,147点

　・耳鼻咽喉科	 756点	 907点

４．その他（質疑応答）

○集団的個別指導の対象選定について、対象機関

数が１未満の場合は、小数点以下を経年毎に累

計していくという考え方は全国共通なのか。

→中国５県で共通である。

○診療所の類型区分における内科（透析）には、

内科で透析をする機関のほか、泌尿器科で透析

をする機関も含まれるのか。

→類型区分については、支払基金の区分を参考

にしており詳細は不明だが、主たる診療科に

よって区分けされているものと考える。な

お、これらのデータは本省で管理しているも

のである。

○病院の類型区分における一般病院の平均点数に

ついて、例えば主に療養型の病院と外科的手術

を多くこなす病院とでは平均点数に差があると

思われるが、機能分類毎に点数の補正等がある

のか。

→点数の補正はない。平均点数に差が生じる件

についてはご意見として持ち帰る。

○電子カルテを使っている機関が指導を受ける

際、「少なくとも２ヶ月に１度はパスワードの

変更をするように」ということはよく言われて

いる。一方で、総務省関連の機関が「安全なパ

スワードであれば変更の必要はない」と発表し

たとの報道もある。このことについて、ガイド

ラインを変更する等、パスワード変更の要否に

ついての検討がなされているか。

→現時点でガイドライン改定等の情報は無い。

ただし、次回ガイドライン改定時にそのよう

な検討をされる可能性はある。指導の場にお

いては常に最新の情報を確認しながら対応し

たい。

○電子カルテを利用している機関が指導を受ける

際、データの打ち出しに相当な時間と労力を費

やして対応している現状について、どのように

考えているか。

→紙媒体に限らず、医療機関側でカルテが閲覧

できる環境をご用意いただき、指導会場まで

新規指定 更新指定（※２） 新規登録
（※１）

集団的個別指導 新規個別指導 個別指導

病院 診療所 病院 診療所 病院 診療所 病院 診療所 病院 診療所

合計 ０ 13 15 82 21 ２ 15 ０ 13 １ 12

※１　今後の指定状況により実施予定数に変動が生じる。
※２　指定更新の対象は平成29年５月から平成30年４月までに指定更新となった機関。
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持ってきていただけるのであれば電子媒体で

も指導させていただくことは可能である。事

前にご相談ください。

○厚生労働省ホームページに保険診療確認事項リ

ストが公開されている。これは診療報酬請求の

際に誤りが起きやすく、また個別指導において

指摘する機会が比較的多い事項を集めたもの

で、保険診療の質的向上および適正化を図るも

のであるので、多くの会員にご覧いただきた

い。

事 務 連 絡

平成 年３月２日

地方厚生（支）局医療課長 殿

厚生労働省保険局医療課

医 療 指 導 監 査 室 長

新規指定時集団指導及び新規個別指導の対象について

保険医療機関及び保険薬局（以下「保険医療機関等」という。）の新規指定時集団

指導及び新規個別指導（以下「新規指導」という。）については、「保険医療機関等

及び保険医等の指導及び監査について」（平成７年 月 日付け保発第 号厚生

省保険局長通知）等に基づき実施しているところです。

今般、新規指導の対象保険医療機関等については、効果的かつ効率的な指導を行う

観点から、下記のとおり取り扱われるよう通知します。

記

１ 対象とする保険医療機関等

新規指定した全ての保険医療機関等が新規指導の対象であるが、そのうち、

遡及指定の保険医療機関等（※１）については、次のものを対象とする。

なお、新規指導の対象にならない保険医療機関等についても、新規指定時集

団指導を実施することは差し支えない。

（１）開設者及び管理者がともに別人の場合

ただし、開設者が個人から法人（法人から個人）に組織変更した遡及指定

については、法人代表者と個人開設者が同一人の場合は同一とみなすため、

新規指導の対象から除くものとする。

（２）開設者及び管理者がともに同一人又はいずれかが同一人の場合であって、

前保険医療機関等において新規個別指導又は個別指導の指導結果が再指導で

未了なもの。

ただし、開設者及び管理者がともに同一人の場合は、指導大綱に定める

個別指導の選定基準「⑦その他特に都道府県個別指導が必要と認められる
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保険医療機関等」により選定のうえ、原則として個別指導を実施する。

２ 施行時期

平成３０年４月１日以降に実施する指導から適用する。

保険医療機関等の新規指導の対象について

新
規
指
定

新規指定（遡及以外） 対象

遡
及
に
よ
る
指
定
（
※
１
）

開設者及び管理者がともに別人（※２） 対象

又
は
い
ず
れ
か
が
同
一
人

開
設
者
及
び
管
理
者
が
と
も
に
同
一
人

前保険医療機関等において新規個別

指導又は個別指導の実施がされてい

ない場合

対象外

実
施
が
さ
れ
て
い
る
場
合

新
規
個
別
指
導
又
は
個
別
指
導
の

前
保
険
医
療
機
関
等
に
お
い
て

結果が概ね妥当、経過観

察、要監査
対象外

結果が再指導で未了な

もの

対象

ただし、開設者及

び管理者がとも

に同一人の場合

は個別指導の選

定（※３）

（※１）遡及指定とは、保健所から開設許可を受けた医療機関及び薬局であって、「保

険医療機関及び保険薬局の指定の遡及について」（昭和 年７月 日付け保

険発第 号厚生省保険局健康保険課長通知）及び「保険医療機関及び保険薬

局の指定期日の遡及について」（昭和 年８月 日付け保険発第 号の２

厚生省保険局健康保険課長通知）の適用により指定を行うもの。

なお、保健所から未来日で開設許可を受けた医療機関及び薬局が引き続き指

定申請する場合は、遡及指定したものと同様の取扱いとする。

（※２）開設者が個人から法人（法人から個人）に組織変更した遡及指定については、

法人代表者と個人開設者が同一人の場合は同一とみなすため、新規指導の対象

から除く。

（※３）指導大綱に定める個別指導の選定基準「⑦その他特に都道府県個別指導が必

要と認められる保険医療機関等」により選定のうえ、原則として個別指導を実

施する。
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開　会

　県福祉監査指導課田中課長の司会で開会。挨拶

の後、議事へ移った。

挨拶（要旨）

〈田中鳥取県福祉監査指導課長〉

　本年４月１日から鳥取市が中核市に移行されて

いる。このことにより医療機関の指定事務、指定

された医療機関の個別指導を鳥取市にも行ってい

ただくことになる。今後相互に連携させていただ

きながら事務が円滑に進むよう、本日の打合せ会

を合同で開催させていただいた。

〈魚谷会長〉

　我々が診療をやっていく上で、保険診療と医療

扶助どちらであっても安全、安心な医療を提供す

るのが役目だと思っている。適正な診療の為にお

互いに話し合っていきたい。

　生活保護の受給者に対しては後発品を使うとい

う原則があるが、後発品では対応できない方もお

られるのでその辺りご理解いただきたい。

〈片山鳥取市生活福祉課長〉

　この度の中核市への移行に伴い、生活保護によ

る指定医療機関の個別指導についても鳥取市が主

体となって実施することになった。そのため昨年

からこの打合せ会に参加させていただいたり県の

個別指導に同行させていただいたりと準備をして

きた。この打合せ会の中で個別指導の内容や進め

方について勉強させていただきたいと考えてい

る。今後も県と医師会にはご指導いただく場面が

あると思うがよろしくお願いする。

議　事

１．平成29年度個別指導実施結果について

　平成29年度は15病院（一般12、精神３）を対象

に指導が行われた。

　一般科に対する主な指摘事項は、病名が多く病

名整理を必要とする例、カルテとレセプトの病名

が異なる例、加算についてカルテに医師のコメン

トが無い例などであった（これら指摘事項は昨年

度同様）。また、施設の複数名の被保護者に対し

て訪問診療を行なった際に、在宅患者訪問診療料

の適切な算定がなされていなかった例があり、総

額2,217,010円の返還となった。

＝生活保護法による指定医療機関個別指導合同打合せ会＝

■　日　時　　平成30年４月19日（木）　午後５時～午後６時

■　場　所　　鳥取県医師会館　鳥取市戎町

■　出席者　　〈県医師会〉

魚谷会長、渡辺・清水両副会長

明穂・米川・瀬川各常任理事

谷口事務局長、岡本次長、神戸係長

〈東部医師会〉福永理事、下田事務局長

〈鳥取県福祉監査指導課〉

秋藤嘱託医（市兼務）、田中課長、田中係長、安井主事

〈鳥取市生活福祉課〉

英嘱託医、片山課長、有田課長補佐、石橋主任
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　精神科では入院19例、外来５例に実地検討が行

われた。主な指摘事項は、カルテに記載されてい

る病名についての検査が長期間なされておらず過

去の病名であれば病名の整理をすることなどであ

った。

２．指定医療機関個別指導に係る医療機関の選定

について

○平成30年度対象医療機関

　【県（鳥取市を除く）】病院：９施設程度　診療

所：３施設程度

　【鳥取市】病院（一般科、精神科）、診療所（一

般科）それぞれ１施設程度

○選定基準

①委託患者が比較的多い病院

②個別指導未実施または前回の実施から一定期間

経過している病院

（概ね一般科の病院は４年に１回、精神科は２

年に１回のペースで実施予定。）

③社会保険診療報酬支払基金から提供される被保

護者に係る診療報酬請求データ又は電子レセプ

トの分析結果等を総合的に勘案し、若しくは診

療報酬の知事審査結果及び福祉事務所の業務に

おいて、指導の必要があると認めた病院及び診

療所等

○検査及び指導事項

①生活保護制度の趣旨及び医療扶助に関する事務

等の理解の状況

②診療報酬請求の適否

③障害者総合支援法等他法活用の状況

④保護の実施機関に対する協力の状況

⑤診療録の記載及び保存の状況

⑥診療内容からみた診療報酬明細書と医療要否意

見書の適否

⑦長期入院、長期外来患者に対する療養指導の状

況

⑧入院患者日用品費の状況

○指導の方法

①原則として実地指導とする。

②事務及び診療の状況については、診療録により

懇談指導する。

③患者処遇については、事前に福祉事務所から医

療機関に連絡の上、検討票により問題点の解決

を図るよう懇談協議する。

④個別指導を行う前に、被保護者から受領状況等

の聴取が必要と考えられるときは、速やかに聴

取を行い、その結果を基に指定医療機関の指導

を行う。

○その他

①実施予定医療機関は、その都度県医師会と調整

の上決定する。

（鳥取市はその都度東部医師会と調整の上決定

する。）

②個別指導は、県医師会及び福祉事務所の協力を

得て行う。

（鳥取市は東部医師会の協力を得て行う。）

③必要に応じて国と共同で行う。

　平成30年度から鳥取市の中核市移行に伴い、鳥

取市内の医療機関の個別指導は鳥取市が実施する

こととなり、東部圏域で県が個別指導を実施する

のは岩美郡、八頭郡のみとなる。

　このことにより、平成30年度以降の診療所への

個別指導は、各圏域の診療所数を考慮し以下のと

おり実施を検討しており、平成30年度は各圏域１

箇所ずつ選定を予定している。
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【質疑応答】

・在支診や透析施設の点数が高くなる傾向がある

が、診療点数の補正や対象機関の除外等、考慮

されるのか。

→除外規定はない。医師会と情報共有しながら

毎年同じところが対象にならないようには考

慮したい。

・社保と生保の個別指導が同じような時期に当た

らないよう配慮いただきたい。

→厚生局から事前に指導対象機関の情報をいた

だけるのであれば検討したい。

３．医療扶助の適正化に係る法改正ついて

○生活習慣病の予防等の取組の強化

　国は、全国の被保護者のデータを福祉事務所へ

提供し、福祉事務所と医療機関の連携による生活

習慣病の予防等を支援する「健康管理支援事業」

を創設。平成33年１月より実施を予定。

○医療扶助における後発医薬品の使用原則化

　国の目標値である平成30年度後発医薬品使用割

合80％に向け、医師等が医学的知見等に基づい

て、後発医薬品を使用することができると認めた

ものについては、後発医薬品による給付を原則と

することを法律に規定（生活保護法第34条第３項

の改正）。平成30年10月１日施行。

４．その他

○鳥取県における生活保護の状況

・平成30年１月末時点での被保護世帯数は5,544

世帯（前年度5,655世帯）、被保護人員7,257人

（同7,570人）、保護率1.27％（同1.33％）で、暫

定ではあるが前年度を若干下回ることが予想さ

れる。

・平成30年１月末時点での世帯類型別保護世帯の

構成比は、高齢者世帯（47.8％）が圧倒的に高

く、次いで傷病者世帯（15.1％）、障害者世帯

（13.9％）、母子世帯（4.9％）であった。また、

これらのいずれにも該当しない世帯は18.1％で

あった。

・県全体の保護費は暫定値で11,189,506千円（前

年度10,712,395千円）、医療扶助費5,871,690千円

（同5,512,023千円）であった。保護費に占める

医療扶助費の割合が２年続けて５割を超えたの

は、高額な抗がん剤が保険適用になったことな

ども影響していると思われる。

○鳥取市における生活保護の状況（平成30年３

月末現在）

・保護世帯数は2,258世帯（前年度2,260世帯）、保

護人員等3,162人（同3,216人）、保護率1.64％

（同1.67％）であった。

・世帯類型別保護世帯数は高齢者世帯1,014世帯

（前年度976世帯）、傷病障害者世帯586世帯（同

613世帯）、母子世帯116世帯（同126世帯）、そ

の他505世帯（同527世帯）であった。高齢者世

帯数は年々増加傾向にあり、その中でも単身の

高齢者世帯の増加が顕著である。

・平成29年度の扶助費は現時点で未確定である

が、昨年度（4,421,684千円）よりは下回る見通

し。扶助費に占める医療費の割合も後発医薬品

の普及等に伴い減少となる見通し。

圏域 診療所数（H30．1時点） 選定について

東部（岩美郡、八頭郡） 16 ４年ごとに１箇所を選定

中部 74 毎年１箇所を選定

西部 202 東部を実施する年は１箇所を選定し、その他の年は
２箇所を選定

鳥取市 137 毎年１箇所を選定
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○平成31年度の個別指導打合せ会の実施について

　来年度以降も今年度同様に鳥取県と鳥取市の合

同で実施する。

○指定医療機関更新に係るお知らせについて

・平成26年７月の法律改正により、６年ごとに指

定の更新を受けなければ、生活保護法の指定が

失効する。（法第49条の３）

・現在生活保護法の指定を受けている医療機関

は、平成26年７月以降に生活保護の指定を受け

ている。

・生活保護法の指定の更新は、健康保険法の更新

に準ずるため、生活保護法の更新を希望する指

定医療機関は、健康保険法の指定更新時に、併

せて生活保護法の指定医療機関の更新手続きも

必要となる。

　県医師会はこれら指定更新および指定内容変更

時の届出について、会報にて会員に周知する。

　また、これまで更新が必要な医療機関に対して

は、県から更新月の前月に更新のお知らせと申請

書等を送付していたが、平成30年４月以降は行わ

ない。その代わりとして年度末に翌年度の更新が

必要な医療機関及びみなし更新となる医療機関の

データ一覧を県医師会に一括送付する。

開会

会長挨拶

〈今村定臣常任理事代読〉

　本日はお忙しい中を本ワークショップにご出席

をいただき厚くお礼を申し上げる。医師の職業倫

理という観点から医師としてのあり方や具体的事

例について情報を交換し共に考える場として森岡

恭彦先生を委員長とする「会員の倫理・資質向上

委員会」で企画いただいた。今回は講演およびケ

ーススタディで終末期医療が取り上げられた。終

末期医療の問題ついては高久公麿先生を座長とす

る生命倫理懇談会において、昨年11月「超高齢

社会と終末期医療」と題する答申をお纏めいた

だいた。同答申では、Advanced Care Planning

（ACP）の重要性が強く指摘されている。患者さ

んの意思決定支援のためには、地域包括ケアシス

テムの中で考える必要があり、その中核となるか

かりつけ医の役割が益々重要になることが述べら

れている。この提言を受けて日本医師会ではまず

かかりつけ医の先生方に終末期医療に対する意識

を一層高めて頂きたいと考えてその一環として医

療関係者の意識啓発を目的としたパンフレット

「終末期医療─アドバンス・ケア・プランニング

都道府県医師会の取り組みおよび
ケーススタディから学ぶ医の倫理

＝第8回ワークショップ「会員の倫理・資質向上をめざして」＝
常任理事　　明　穂　政　裕

■　日　時　　平成30年４月26日（木）　午後１時30分〜午後４時

■　場　所　　日本医師会館３階小講堂・ホール

■　出席者　　明穂常任理事
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（ACP）から考える」を作成して４月号の日本医

師会雑誌に同梱し、会員にお送りした。出席の先

生方には既にお目通し頂いていると思う。このパ

ンフレットに対するご意見も頂きたい。厚生労働

省でも、人生の最終段階における医療の普及啓発

のあり方に関する検討会を設置しており、平成19

年に策定した人生の最終段階における医療の形成

プロセスに関するガイドラインの改定作業を行

い、去る３月に改訂版を公表している。

議　事

１．講演

（１）終末期患者の医療について考える

樋口範雄（武蔵野大学法学部特任教授・東京

大学名誉教授）

　終末期医療と法の関係は刑事法中心の発想であ

った。終末期さらに高齢期の医療のあり方を考え

る。2018年以降は（advance care planning）が

どれだけ実現できるか。

　試案として日本的法律では？

・第１条　終末期医療については、医療者は、

独断ではなく、医療ケアチームによる判断を

するものとする。

・第２条　終末期医療については（も）、患者

の意思を尊重しなければならない。その意思

は何度も確認しなければならない。患者の意

思を尊重する手段としては、患者自身が判断

できない状況において、患者が信頼する代理

人（家族など）に判断を委ねることを含む。

・第３条　国は緩和ケアの充実拡大を図る義務

を負う。

・第４条　この法律を実施するにあたり必要な

事項は、厚生労働省令で定める。

　これまでのアメリカに学ぶとすれば

課題１　�法律だけでは動かない ・実務とそこで

の倫理が大事

課題２　�自己決定だけでは動かない ・医療代理

人も自己決定

課題３　�緩和ケアは重要 ・それはどの程度利用

可能でどのような説明がされているか法

による支援。どうやって自己決定を支援

するか

　①医師・本人・家族の協議へのインセンティブ

②セカンド・ライフ・プランニングの機会設定。

第２の成人式を広める。その場で、直面する課題

を列挙し助言態勢を整える。これからは法がより

よい終末期の支援を、ACP促進法案などの前向

きのアイデアを。「死すべき定め」をいかに受け

入れるか。法が支援する役割はない。本道は、医

療・介護であるが。

２．ケーススタディ

司会・進行　樋口副委員長　森久保委員

・事例　①終末期医療に関する課題

　85歳女性。患者とは開業医であった父親の時代

から家族ぐるみで付き合ってきたが、10数年前か

ら高血圧、腰痛などで診療所を開業しているあな

たのもとに通っている。

　一人息子が海外で暮らしており、本人はしっか

り者で独居生活をしているが、１週間前、家の前

で転倒して、救急車で病院に運ばれたが、幸い大

事には至らず、家に戻ってきた。万一の場合に備

えて、最近強調されるようになってきたアドバン

ス・ケアプランニングという今後の医療計画づく

りの相談をしておいた方がいいかと考えるように

なり相談に来られた。あなたはどのように対処す

べきか。

②医療事故調査制度の届け出の問題

　80歳女性。半年前に多発性脳梗塞、うっ血性心

不全で入院したが、その後寝たきりの状態で、食

事はもっぱら胃瘻より行われている。数日まえか

ら誤嚥性肺炎を併発し、ウルトラソニックネブラ

イザー（UN）を使用し、喀痰吸引を行っていた。

事件の当日、日勤のナースがUNに使用するため

の液を用意し、それを指定の机の上に置いて当直

ナースに申し送った。その後、当直ナースがその

液体をUN容器に入れ吸引を行ったところ、経管
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栄養終了時に多少の咳き込みがあったが、その他

特に異常はなかった。

　一時間後、当直ナースが訪室したところ、患者

は心肺停止の状態であった。当直医師は死亡を確

認し、これまでの経緯から肺炎による呼吸不全が

原因と判断し家族へ連絡し、容態の説明をした。

患者の家族は納得したのか死体解剖に同意せず、

医師は死亡診断書を交付し、遺体は家族が引き取

った。その後、病院のチームの調査により誤って

UNに消毒液を入れていたことが判明し、医療過

誤と認定された。また、蒸留水と消毒液が同じテ

ーブルで管理されていたことも判明した。このこ

とに関して報告を受けた病院長（管理者）として

どのように対応すべきか。

（１）討論の課題と進め方

（２）グループによる議論

（３）グループからの発表および全体討議

　森岡委員長より総括があり、医師の行政処分が

減少にあることが示された。

閉会

鳥取県医師会指定学校医制度について

　鳥取県医師会指定学校医制度とは、学校保健の質の向上を目的として、所定の研修単位を取得した医師に「指定
学校医」の称号を付与するものとして、平成27年４月に開始した制度です。本制度の概要と申請に係る手続きは下
記のとおりです。

◎制度の概要
・自己研鑽のための制度です。
・申請時の前３年間に30単位（眼科・耳鼻科・整形外科学校医は15単位）以上取得することが必要です。
・指定学校医の資格がないと学校医ができないわけではありませんが、全ての学校医は指定学校医の資格取得が望
ましいと考えています。
・申請、更新の手続きは、鳥取県医師会事務局へ所定の書類を提出して下さい。鳥取県医師会理事会において承認
の後、認定証を発行します。
・有効期間は３年間です。
◎申請方法
　認定を受けたい前々月の末日までに30単位以上（眼科、耳鼻科、整形外科学校医は15単位以上）履修し、県医師
会へ書類を提出。
【認定証の交付日】
　平成30年４月１日付で交付希望する場合（例）
　　→平成30年２月末までに書類を提出する。

【提出書類】　新規の場合…鳥取県医師会指定学校医新規申請書（様式１号）
　　　　　　更新の場合…鳥取県医師会指定学校医更新申請書（様式２号）
【申請手数料】　無料
【提出先・問い合わせ】　鳥取県医師会　学校保健担当
　　　　　　　　　　　〒680−8585　鳥取市戎町317　電話：0857−27−5566　FAX：0857−29−1578

※要綱及び申請書類は、本会ホームページ「医師の皆様へ」→「指定学校医」からダウンロード可能です。

※鳥取県医師会理事会において
　承認の後、認定証を発行。
　（有効期限３年）

申請時の前３年間

27．4．1 28．4．1 29．4．1 30．2．1 30．4．1交付

申請書提出後は次回単位へカウントされます

30．2月末
書類提出 30．3月

理事会※



鳥取県医師会報　18．5　No.755

25

県よりの通知

生活保護法による指定医療機関の更新・変更等について
　生活保護法による指定医療機関の更新について、これまで更新が必要な医療機関に対し鳥取県より事前

に更新の申請書等をお送りしておりましたが、平成30年４月以降、事前の通知等は行われなくなります。

　会員の先生方におかれましては、本件について十分ご留意いただきますようお願い申し上げます。

（１）指定の更新について

　平成26年７月の法律改正により、６年ごとに指定の更新を受けなければ、生活保護法の指定が失効しま

す。（法第49条の３）

　現在生活保護法の指定を受けている医療機関は、平成26年７月以降に生活保護の指定を受けています。

　生活保護法の指定の更新は、健康保険法の更新に準ずるため、生活保護法の更新を希望する指定医療機

関は、健康保険法の指定更新時（厚生局鳥取支部から連絡があります）に、併せて生活保護法の指定医療

機関の更新手続きも忘れずに行ってください。

（２）変更の届出について

　指定内容に変更が生じた場合10日以内に届出を行うことが必要です。

　必要な届出についての情報、提出様式、制度説明や関連通知などの詳細は、県のホームページ※に掲載

してありますのでご参照ください。ご不明な点は県医師会にお問い合わせ下さい。

※『鳥取県　福祉監査指導課　指定医療機関』　で検索。

（http://www.pref.tottori.lg.jp/255466.htm）

　鳥取県健康対策協議会のホームページでは、各委員会の概要、委員会記録、出版物、従事者講

習会から特定健診の情報まで随時更新しています。

　なお、鳥取県医師会ホームページ（http://www.tottori.

med.or.jp）のトップページ右領域のメニュー「鳥取県健

康対策協議会」からもリンクしています。

→「鳥取県健康対策協議会」

http://www.kentaikyou.tottori.med.or.jp
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日医よりの通知

平成30年度労災診療費算定基準の一部改定について
〈30．4．3　保５　　日本医師会長　横倉義武〉

　健康保険診療報酬点数表等の改定が、本年４月１日に実施されることにともない、労災診療費算定基準

における健康保険準拠項目および労災特掲項目が一部改定されることとなり、厚生労働省労働基準局長お

よび労働基準局労災補償部補償課長より、関係機関に対し下記のとおり通知されましたのでご連絡申し上

げます。

　今回の改定の概要は下記のとおりであり、本取扱いについては４月１日以降の診療にかかるものから適

用されるものでありますので、貴会関係会員への周知方ご高配賜りたくよろしくお願い申し上げます。

　なお、例年本会が作成しております労災点数表『労災診療費算定基準』につきましては、出来上がり次

第各都道府県医師会あてにお送りするとともに、本会ホームページに掲載する予定としておりますので、

ご了承のほど併せてお願い申し上げます。

　また、健康保険診療報酬点数表等の改定にともない、「労災保険における訪問看護の取扱いについて」

の一部が改定されることとなり、厚生労働省労働基準局長より関係機関に対し通知されましたので、併せ

てご連絡申し上げます。

平成30年度労災診療費算定基準の一部改定について［主な改定項目］

（下線が改定箇所）

改定後（H30．4．1〜） 改定前
１　職場復帰訪
問指導料（対
象拡大）

ア　傷病労働者（入院期間が１月を超えると見込
まれる者又は入院治療を伴わず通院療養を２か
月以上継続している者であって就労が可能と医
師が認めるもの。）（以下略）

ア　傷病労働者（入院期間が１月を超
えると見込まれる者又は入院治療を
伴わず通院療養を３か月以上継続し
ている者であって就労が可能と医師
が認めるもの。）（以下略）

２　術中透視装
置使用加算
　（対象拡大）

ア　「大腿骨」、「下腿骨」、「上腕骨」、「前腕骨」、
「手根骨」、「中手骨」、「手の種子骨」、「指骨」
（基節骨、中節骨、末節骨）及び「足根骨」の
骨折観血的手術又は骨折経皮的鋼線刺入固定術
において、術中透視装置を使用した場合に算定
できるものとする。

（以下略）

ア　「大腿骨」、「下腿骨」、「踵骨」、
「上腕骨」、「前腕骨」、「手根骨」及
び「足の舟状骨」の骨折観血的手術
又は骨折経皮的鋼線刺入固定術にお
いて、術中透視装置を使用した場合
に算定できるものとする。

（以下略）
３　職場復帰支
援・療養指導
料（対象拡大、
新規）

ア　傷病労働者（入院治療後通院療養を継続しな
がら就労が可能と医師が認める者又は入院治療
を伴わず通院療養を２か月以上継続している者
で就労が可能と医師が認める者。下記イからエ
について同じ。）

オ　傷病労働者の主治医又はその指示を受けた看
護職員、理学療法士、作業療法士、若しくはソ
ーシャルワーカーが、傷病労働者の勤務する事
業場の事業主等又は産業医から、文書又は口頭
で、療養と就労の両方を継続するために治療上
望ましい配慮等について、助言を得て、医師が
治療計画の再評価を実施し、必要に応じ治療計
画の変更を行うとともに、傷病労働者に対し、
治療計画変更の必要性の有無や具体的な変更内
容等について説明を行った場合に、１回につき
600点を加算できるものとする。

ア　傷病労働者（入院治療後通院療養
を継続しながら就労が可能と医師が
認める者又は入院治療を伴わず通院
療養を３か月以上継続している者で
就労が可能と医師が認める者。下記
イからエについて同じ。）

（中略）
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平成30年度労災診療費算定基準の一部改定に伴う
自賠責保険診療費算定基準（自賠責新基準）の取扱いについて

〈30．4．25　保23　　日本医師会常任理事　松本純一〉

　健康保険診療報酬点数表等の改定（平成30年４月１日実施）に伴い、本年４月１日より労災診療費算定

基準の一部が改定された。

　これに伴い、自賠責保険診療費算定基準（自賠責新基準）の取扱いにつきましても、本年４月１日の診

療より改定後の労災診療費算定基準に準じた算定方法により請求することとなりますのでご連絡申し上げ

ますとともに、貴会関係会員への周知方ご高配賜りますようお願い申し上げます。

　なお、平成30年４月１日以降の診療におきまして、算定方法等の取扱いが改定され主な項目は以下のと

おりでありますので、ご留意いただきますよう併せてお願い申し上げます。

記

【平成30年４月１日以降の主な改定項目】

１．四肢以外に行なった創傷処置（100㎠未満）の取扱い

　今般の診療報酬改正に伴いJ000創傷処置（100㎠未満）が45点から52点へ引き上げられましたが、四肢

加算対象外の部位に当該処置を行った場合、従来どおり45点として算定し、外来管理加算の特例の取扱い

となります。

２．術中透視装置使用加算について

　術中透視装置使用加算の対象部位に、中手骨、手の種子骨、指骨（基節骨、中節骨、未節骨）、踵骨・

舟状骨以外の足根骨を追加しました。

　詳細な算定要件につきましては、「平成30年度労災診療費算定基準の一部改定について（平成30年４月

３日付日医発第11号（保５））」をご参照いただきますようお願いいたします。

３．職業復帰訪問指導料について

　対象者の要件である入院治療を伴わず通院療養を継続している期間を短縮。

　３ヶ月以上　→　２ヶ月以上

改定後（H30．4．1〜） 改定前
４　労災電子化
加算

（継続）
※平成32年３月診療分までの延長

５点
　電子情報処理組織の使用による労災
診療費請求又は光ディスク等を用いた
労災診療費請求を行った場合、当該診
療費請求内訳書１件につき５点を算定
できるものとする。

５　四肢以外に
行った創傷処
置（100㎠未満
の取扱い）
※外来管理加算
に関する特例

52点（100㎠未満）
※従来どおり、当該処置を四肢以外の場合に行っ
た場合に限り、45点として算定し、これに外来
管理加算に関する特例を適用する。

45点（100㎠未満）

（日本医師会医療保険課作成）
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４．職場復帰支援・療養指導料について

①対象者の要件である入院治療を伴わず通院療養を継続している期間を短縮。

　３ヶ月以上　→　２ヶ月以上

②療養・就労両立支援加算の新設（600点）

　詳細な算定要件につきましては、「平成30年度労災診療費算定基準の一部改定について（平成30年４月

３日付日医発第11号（保５））」をご参照いただきますようお願いいたします。

鳥取県医師会　女性医師支援相談窓口
「Joy! しろうさぎネット」設置のお知らせ

　女性医師支援相談窓口「Joy! しろうさぎネット」は、出産・育児・介護など家庭生活と勤務

の両立、また離職後の再就職への不安などを抱える女性医師に対し、助言や情報提供を行い、女

性医師等の離職防止や再就職の促進を図ることを目的としています。

　女性医師のみなさん、お気軽にご相談ください。

（対　　象）鳥取県内の女性医師

（相談内容）出産・育児・介護など家庭生活と勤務の両立、

再就業に関することなど

（相談方法） E-mail 

「Joy! しろうさぎネット」事務局

〒680−8585　鳥取市戎町317　（公社）鳥取県医師会内　　

E-mail：joy-shirousagi@tottori.med.or.jp

医学会演題募集について

　本会では、例年春・秋の２回（概ね６月・10月）「医学会」を開催しており、特別講演或いは

シンポジウムなどに加えて会員各位の一般演題（研究発表）も募集しています。演題の締め切り

は、開催の１か月半前としております。詳細については、当該時期に改めてご連絡いたします

が、多数ご応募下さるようお願いいたします。
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会員の栄誉

瑞 宝 重 光 章

瑞 宝 双 光 章

能　勢　隆　之　先生（米子市・前鳥取大学長）

川　本　久　雄　先生（琴浦町・川本医院）

　能勢隆之先生におかれましては、教育・研究と国および地方公共団体の公務および公共的業務

に功労した業績により４月29日受章されました。

〈受章者のことば〉

　今度、光栄にも春の叙勲の受章の栄に浴しました。

　長年にわたり、医師会のメンバーとして、とくに公衆衛生（予防医学・健康づくり、産業保健

など）の分野において、専門委員会などの活動をさせていただきました。

　今度の受章は、ひとえに皆様の御支援、御指導、御協力のおかげであります。心より会員の皆

様に感謝、御礼申し上げます。

　川本久雄先生におかれましては、「学校保健功労」により４月29日受章されました。

〈受章者のことば〉

　今度私儀春の受章の栄に浴しまして非常に感激しております。

　これからは、学校医の職責を全うする所存でありますので、以後もより一層のご支援をお願い

致します。
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瑞 宝 双 光 章

加　藤　一　吉　先生（鳥取市・いなば幸朋苑）

　加藤一吉先生におかれましては、「保健衛生功労」により４月29日受章されました。

〈受章者のことば〉

　この度、春の叙勲で受章の栄に浴しました。身に余る光栄でございます。

　長年に亘り医療・福祉に携わってきたことが保健衛生功労として受章の対象になったものと思

います。県医師会の皆様、関係各位のご支援よるものと篤く感謝申し上げます。

　今後も可能な限り高齢者の医療・福祉に尽力して参りたいと存じます。ご指導をよろしくお願

いします。

　フリーエッセイ

　2,000字以内とし、随筆、最近のトピックスなど内容に制限はありません。写真（図、表を含

む。）は３点以内でお願いします。（原稿字数、写真数を超過する場合は調整をお願いする場合が

ありますのでご了承願います。）原則として写真はモノクロで掲載させていただきますが、編集

委員会で必要と認めた場合はカラーで掲載する場合もあります。会報の特性上、政治活動と受け

取られる記事は掲載できません。原稿は、毎月27日頃を目安にお寄せ下さい。

《投稿先》FAX：（0857）29−1578　E-mail：kouhou@tottori.med.or.jp

原稿募集の案内

　　感染症だより　でお知らせする日本医師会等からの通知は、鳥取県医師会ホームページの「感

染症情報」へ掲載しておりますので、詳細については、ホームページにてご確認いただきますよ

うお願い致します。

鳥取県医師会ホームページ『感染症情報』

　http://www.tottori.med.or.jp/kansenshou
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　私がウェルフェア北園渡辺病院に勤務させてい

ただいてからもうすぐ16年目に入ろうとしていま

す。ここに勤務する前は、長女・次女の出産・育

児と主人の転勤もあり、いったん仕事を休んでい

ましたが、主人の転勤で兵庫県から鳥取に戻って

きた時に、ウェルフェア北園渡辺病院の院長先生

から声をかけていただき、勤務させていただくこ

ととなりました。

　勤務当初は、長女・次女は幼稚園に通ってお

り、まだまだ手がかかる年齢でしたし、そして、

その後、三女・四女の出産・育児もありましたの

で、勤務当初から今に至るまで、勤務時間はフル

タイムではなく、短くしていただいております。

それでも、子供の急な病気の時などには仕事を休

ませていただかないといけませんでしたし、その

時々の家庭環境の変化に合わせて、勤務日や勤務

時間などの勤務スタイルも変更していただきなが

ら、現在まで勤めてまいりました。

　家庭では、家事だけでなく、学校の役員や地域

の町内会の役員、子供会の役員などの仕事もあり

ますし、子供の学校の送り迎えや習い事の送り迎

えなどもあり、病院の勤務が終わって家に帰って

も、ゆっくりする時間はなく、いつも時間に追わ

れているような生活を送ってきました。

　しかし、仕事と家庭の両立がうまくできている

というようなえらそうなことではありません。主

人が全然文句を言わないのをいいことに、私は家

では家事はたくさん手抜きをしていますし、しな

いといけないことも後回しにしていることも多

く、他の家庭に比べたら多分かなり適当にしてい

ると思います。自分の中では、良く言えば、頑張

りすぎないようにしているんだと言い訳にしてい

ますが…。

　子供に対しても、長女の子育ての頃は、はじめ

ての子供ということで、いろいろなことが心配で

気になり、今思えば、神経質すぎるくらいの関わ

りで接していたような気がしますが、次女・三

女・四女と子供が増えるにつれてだんだんと余裕

もでてきたというか、手を抜くことを覚えたとい

うか、今では、子供に対しては『手をかけず、目

をかける』方針で、ゆったりと関わるようにして

います。

　ウェルフェア北園渡辺病院に勤務させていただ

いてから今まで、子育てが忙しい時期でしたが、

現在まで無理なく仕事を続けてこられたのは、ワ

ーク・ライフ・バランス制度の利用と、院長先生

をはじめ病院の先生方や、病院のスタッフの皆さ

まに支えていただいたためと感謝しております。

そして家族の理解と支えにも感謝しています。

　これからも仕事も家庭も大切にしながら、無理

をしすぎない毎日を心がけて、私なりに頑張って

いこうと思っています。

無理をしすぎない毎日を　─ワーク・ライフ・バランス制度を利用して─
鳥取市　ウェルフェア北園渡辺病院　　田　中　暁　子
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鳥大発バイオ抗がん薬の開発
鳥取大学大学院医学系研究科　生体高次機能学　　中　村　貴　史

病院だより（54）病院だより（54）病院だより（54） 鳥取大学医学部附属病院

はじめに

　日本国民の３人に１人ががんで死亡している今

日、従来の手術・抗がん剤・放射線治療の標準治

療に抵抗性を示す難治性悪性腫瘍に対して、新し

い治療法の開発が望まれている。その１つとして

注目されている“がんウイルス療法”は、第４の

がん治療法として期待され、世界中で研究開発が

進められている。このがんウイルス療法は、感染

した細胞・組織内で増殖伝播しながらそれらを死

滅させるウイルス本来の性質をがん治療に利用す

る方法である。本療法は、様々なメカニズムによ

って腫瘍を攻撃できる利点があり、ウイルス増殖

による直接的ながん細胞の破壊に加え、それに伴

う抗腫瘍免疫の惹起を介して、全身に治療効果を

及ぼすことが明らかになっている。本稿では、が

んウイルス療法の歴史や最近の動向、そして私た

ち鳥取大学における革新的がんウイルス療法の開

発の取り組みを紹介させていただきます。

がんウイルス療法とは

　生きたウイルスをがん細胞に感染させ、増殖伝

播しながらそれらを死滅させるウイルス本来の性

質をがん治療に利用する方法である。このがんウ

イルス療法は、1900年代のはじめよりはじまり、

実は日本でもムンプスウイルスなどを使って試み

られていた１）。しかし、その当時は正常細胞でも

増殖能を保持した、つまり野生型に近いウイルス

を投与していたので、安全性の観点より、なかな

か新しい治療法として定着するには難しかったの

かもしれない。最近、ウイルスゲノムを任意に改

変する遺伝子工学技術の進歩により、がん細胞で

は増殖するが正常細胞では増殖しないようにウイ

ルスゲノムを設計して、がんのみを標的破壊する

ことが可能になった。即ち、このようながん治療

用ウイルスは、腫瘍溶解性ウイルスと呼ばれ、が

ん細胞のみで増殖し、宿主となったがん細胞は溶

解され死滅する。がん細胞内で複製された子ウイ

ルスは、周囲の感染していないがん細胞に広がっ

て、感染⇒増殖⇒溶解死滅⇒感染を繰返しなが

ら、抗がん効果を発揮する。一方、正常細胞に感

染した腫瘍溶解性ウイルスは増殖しないため、正

常組織は傷害されない（図１）。

がんウイルス療法の動向

　現在、世界中で様々なウイルスを用いたがん治

療用ウイルスの開発が行われており、臨床試験が

実施されている。中国における頭頸部癌または食

道癌に対する腫瘍溶解性アデノウイルスH101の

腫瘍内投与による第Ⅲ相臨床試験では、フルオ

ロウラシル+シスプラチン療法の全奏効率（完全

奏効＋部分奏効）が39.6％（53人中21人）だった

のに対し、フルオロウラシル+シスプラチン療法

＋H101が78.8％（41人中52人）であった。又、副

作用は発熱（45.7％）、注射部位の反応（28.3％）、

インフルエンザ様の症状（9.8％）がみられた２）。

この結果より、中国の食品医薬品局は進行したス

テージの頭頸部癌治療薬としてH101（Shanghai 

図１ がんウイルス療法のコンセプト

がん細胞

ウイルス増殖に伴う
細胞破壊と周囲の
細胞への拡散

ウイルス感染 感染・増殖・破壊・
拡散の繰返しに
よる腫瘍溶解死滅

正常細胞

ウイルスが増殖しないウイルス感染 正常組織は
傷害されない

図１　がんウイルス療法のコンセプト
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Sunway Biotech Co.社）を承認した。一方、米

国における悪性黒色腫に対する腫瘍溶解性ヘルペ

スウイルスTalimogene Laherparepvec（T-VEC）

の腫瘍内投与による第Ⅲ相臨床試験では、切除

不能の転移性メラノーマの患者436人を対象とし

T-VEC腫瘍内投与群と対象GM-CSF治療群に２：

１で分けられた。６カ月以上完全奏効（CR）ま

たは部分奏効（PR）が持続した患者の割合と定

義された持続的奏効率は、T-VEC腫瘍内投与群

で16.3％、対象GM-CSF治療群では2.1％となっ

た３）。この結果より、2015年10月に米国食品医

薬品局（FDA）は、皮膚およびリンパ節におけ

る悪性黒色腫の治療薬としてT-VEC（商品名：

Imlygic、アムジェン社）を承認した。先進国で

ウイルス療法薬が誕生した現在、今後がん治療の

選択肢にウイルス療法が加わることが予想され

る。

鳥大発がん治療用ウイルスの開発

　我々が注目しているワクシニアウイルスは、過

去に痘そう（天然痘）ワクチンとしてヒトで使わ

れていた歴史がある。ワクシニアウイルスは、宿

主域が広いため様々な種類の腫瘍細胞に効率よく

感染でき、かつ非常に早い増殖・溶解サイクルを

持つため、強い腫瘍溶解性を発揮する。又、複数

かつ比較的長いサイズの外来治療遺伝子を搭載し

発現するベクターとしても機能するなど、がんウ

イルス療法において多くの利点を持っている。そ

の一方で、正常組織における弱い増殖性を維持し

ているため、安全性の観点より腫瘍組織でのみ増

殖させる改良が必須となる。既に、遺伝子工学技

術を用いて、腫瘍特異的に増殖しがんのみを標的

破壊するワクシニアウイルスの開発に成功してい

る４）。

　これまで腫瘍溶解性ウイルスの作用機序として

は、ウイルス増殖による直接的ながん細胞の破壊

に加え、それに伴って生体内の免疫系が増殖した

ウイルスを排除する際、破壊されたがん細胞から

放出されるがん抗原もウイルスとともに抗原提示

細胞に処理され、その結果、がん細胞に対する免

疫が惹起されると考えられている（図２、上）。

さらに2018年３月に、アステラス製薬と独占的ラ

イセンス契約を締結した免疫賦活遺伝子搭載腫瘍

溶解性ワクシニアウイルスは、ウイルスに搭載発

現された免疫賦活遺伝子産物による自然免疫と獲

得免疫の活性化により、既存のがん免疫療法で奏

功しない、即ち腫瘍組織にリンパ球が浸潤してい

ない腫瘍に対しても、抗腫瘍免疫を誘導すること

が期待される（図２、下）。実際、上記のImlygic

も免疫賦活遺伝子搭載腫瘍溶解性ウイルスであ

り、GM-CSF（顆粒球単球コロニー刺激因子）と

いう抗原提示細胞に作用し活性化するサイトカイ

ンを搭載している。上記の第Ⅲ相臨床試験では、

体表にある一部のメラノーマに対するImlygicの

局所投与が、抗腫瘍免疫を惹起し、全身に効果を

発揮するという既存の抗がん治療にはない概念が

実証された。

　それに対し我々は、アステラス製薬と共同で、

様々な免疫賦活遺伝子を搭載した腫瘍溶解性ワク

シニアウイルスを作製して、動物実験において抗

腫瘍効果を比較検討してきた。その中で高い抗が

ん効果を示した免疫賦活遺伝子搭載腫瘍溶解性ワ

クシニアウイルスが、今回アステラス製薬と独占

的ライセンス契約を締結した次世代がん治療用ウ

イルスである。現時点では、その効果を動物実験

において実証した段階であり、抗がん薬として非

臨床試験および臨床試験を経て実用化に結びつけ

るためには、非常に長い年月と多くの労力・費用

図２ 免疫賦活遺伝子搭載腫瘍溶解性ウイルスの期待される効果

搭載なし

腫瘍溶解性

ウイルス

がん抗原がん細胞

正常細胞

腫瘍溶解性ウイルス

がん抗原がん細胞

正常細胞

腫瘍溶解性ウイルス

免疫賦活

遺伝子搭載

腫瘍溶解性

ウイルス
免疫賦活産物による

ウイルスの腫瘍溶解＋抗腫瘍免疫の増強⇒ 全身的抗がん効果↑

ウイルスの腫瘍溶解＋抗腫瘍免疫の誘導＝抗がん効果

抗原提示
細胞

抗原提示
細胞

がんを攻撃する
免疫細胞

がんを攻撃する
免疫細胞

図２　�免疫賦活遺伝子搭載腫瘍溶解性ウイルスの期待さ
れる効果
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が必要になる。今回の契約によって大学から製薬

企業へこの実用化の部分をバトンタッチすること

で大幅に短縮できることは言うまでもなく、１日

でも早く鳥大発がん治療用ウイルスをがん患者さ

んに届けられるように進めていく。本稿では、が

んウイルス療法とは何か、最新の動向から鳥取大

学における取り組みの現状を紹介させていただい

たが、今後も鳥大発がん治療用ウイルスに関して

は進展があるごとに報告させていただきたい。

文献

１．Okuno Y., Asada T. et al. : Biken J., 21 : 37−

49, 1978.

２．Xia ZJ et al. Phase III randomized clinical 

trial of intratumoral injection of E1B gene-

deleted adenovirus（H101）combined with 

cisplatin-based chemotherapy in treating 

squamous cell cancer of head and neck or 

esophagus. Ai Zheng. 2004 ; 23（12） : 1666−

70.

３．And t b a c k a  RH  e t  a l .  T a l i m o g e n e 

Laherparepvec improves durable response 

rate in patients with advanced melanoma. J 

Clin Oncol 2015 ; 33（25） : 2780−8.

４．中村貴史．腫瘍特異的に増殖する遺伝子組換

えワクシニアウイルスによるがんウイルス療

法．実験医学，34 : 31−37, 2016.

〈鳥取医学雑誌への「抄録」投稿にあたって〉

１．抄録は文字数400字以内として下さい。但し、極端に少なくならないようご配慮下さい。

２．本誌への投稿は、止むを得ない場合を除き、出来るだけ継続してご投稿下さい。

３．校正責任者は、「医師」として下さい。校正は初校のみお願いしております。

４．抄録は、医師の発表が半数以上のものに限ります。医療従事者が半数以上の場合はお受け出

来ません。

５．投稿者が会員の有無にかかわりなく有料です。

６．体裁および抄録内容の一部について、編集委員会にて変更することがありますので、予めご

了承下さい。� （鳥取医学雑誌編集委員会）



鳥取県医師会報　18．5　No.755

35

　昨年の大会では、鳥取県医

師会代表として団体戦・個人

戦のダブル優勝を成し遂げ、

県医師会主催の祝勝会まで開

いてもらい、多くのお祝いの

お言葉をいただきました。今

回再び頂点を目指すべく、永井琢己先生と二人で

中部の名門「岐阜関カントリー倶楽部」に行って

まいりました。

　日程は昨年と全く同じで５月３日練習ラウン

ド、競技説明会と称する前夜祭、４日に本戦とい

うことで、２日の診療終了後出発、八日市で前泊

し３日に岐阜到着という、ゲン担ぎではないです

が昨年と全く同じ行動パターンを取りました。

　ゴルフの調子としてはGW前まではまずまずい

い感じでしたが、連休前半で調子を落としてしま

い、何とかしなければと内心非常に焦っていまし

た。１日夜、疲れていた体に鞭打ち練習場に行っ

たところ、ここでゴルフの神様が降臨し、「もう

少し体重を右にかけるように」という勅を授けて

くれました。これが奏効し３日のラウンド前の練

習で調子が上向きになったことを確信した次第で

あります。練習ラウンドでは永井先生78私77とい

い感じのスコアで回ることができ、上手く行けば

団体２連覇、個人もいいところにいくのではと考

えていました。

　練習ラウンド終了後は宿泊先の岐阜グランドホ

テルに移動し、前夜祭ではディフェンディングチ

ャンピオンとして壇上に上がり、優勝杯の返還と

今年の抱負を語る機会も得られ、鳥取県医師会の

全国医師ゴルフ選手権大会優勝！

米子市　ふじせクリニック　　藤　瀬　雅　史

鳥取県　団体3位　藤瀬先生　個人2連覇！
─第2回全国医師ゴルフ選手権大会─

　５月４日に岐阜関カントリーで第２回全国医師ゴルフ選手権が開催され、鳥取県からは昨年に引き続き

永井琢己先生、藤瀬雅史先生の両名が参加され、団体で３位、個人では藤瀬先生が２連覇という快挙を成

し遂げられました。アッパレ！！

　鳥取県の名を全国に轟かせていただき、同じ鳥取県人として嬉しく思います。さっそく両先生から臨場

感あふれる原稿を頂きました。どうぞじっくりとお読みください。
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り、早々に「今日は皆叩くので我慢していこう」

と心に刻み、目標スコアを74としました。この目

標スコアというのは目安ではなく、自分自身がそ

の日にできる最高のスコアということだと理解し

て下さい。１番以降もドライバーを含めショット

は安定せず、寄せとパターで凌いでいく内容でし

たが、前半は予定通り37、会心の出来でした。後

半は優勝も頭にかすめる中、前半にも増して緊張

感と重圧がのしかかってきました。普段はストレ

ス発散でエンジョイゴルフをやっている私にとっ

て何ともストレスフルなゴルフでしたが、後半も

13番でバーディが取れ通算でイーブンとなりまし

た。ここで個人優勝できるかなと思い、残りのホ

ールを計算してしまい、それまでの無欲・無心だ

った心が乱れ散るかの如く14番以降はバタバタし

た感じのゴルフになってしまいました。それまで

完璧だったパットが14番１ｍ、16番70㎝、17番

1.5ｍと外れたのは心の隙間（邪神）によるもの

でしょうか。それでも後半も37目標スコア74を達

成し満足感に浸りながら永井先生の結果を待って

いました。その間強豪と噂された選手も次々上が

ってこられましたが、早々に個人優勝は確定した

感じでありました。グリーンサイドで永井先生の

ホールアウトをお出迎え、83で回れていたら団体

も優勝とわかっていましたので、スコアを聞いた

瞬間ちょっとガッカリしました。それでもマッチ

ングで何とか３位になることができ、ディフェン

ディングチャンピオンとしての面目を保つと共

に、県医師会・西部医師会の関係者の皆様に対し

名を轟かせてきました。前夜祭終了後、永井先生

は部屋でビールを飲んで早々に就寝、私は地下の

温泉でゆっくり疲れを取り、夜食を食べてから就

寝。明日の決戦へ備えました。

　大会当日、心配された天候もやや肌寒い状態で

はありましたが、晴天微風の絶好のゴルフ日和で

ありました。ただスタート時間が７時から８時過

ぎと早いため４時40分起床というのが少々辛いと

感じました。昨年は37都道府県77名、今年は39都

道府県79名の参加者があり、地元医師会の名誉と

威信をかけ熱い戦いの始まりです。

　親睦が目的と言っても代表の先生方の多くは

各地区の予選会を勝ち上がってきた腕自慢のゴ

ルファーばかり。特に昨年弱小と考えられてい

た鳥取県が優勝したことによって、「次は自分の

番！」と虎視眈々と狙っているのが、ひしひしと

伝わってきていました。私は２組目の早いスター

ト（永井先生は10組目の最終組）、若い頃は競技

ゴルフの経験もあり、それなりの緊張感は理解し

対応できるものと考えていましたが、『平常心是

道』の心を持ってしても極限に近い重圧がかかっ

たラウンドになりました。その重圧のためか、多

くの人が観ている１番ティーショットでチョロに

近いトップボールでスタート、幸いなことに１番

ホールがロングホールであったためPARスター

ト、序盤ホールを重ねていきました。ピン位置が

昨年の日本オープン最終日と同じであることは事

前の説明で把握してはいましたが、ハウスキャデ

ィーも経験したことのない位置にピンが切ってあ
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　今年も藤瀬雅史先生と一緒

に岐阜関カントリー倶楽部東

コースで開催された全国医師

ゴルフ選手権に参加してきま

した。連覇を目指しての大会

でしたが残念ながら３位に終

わりました（無念です…）。

　連休真っ只中の５月２日の診療後に車で米子を

出発しました。昨年と同様に米子道から中国道を

通っていきましたが、今年４月開通の新名神から

高槻付近で名神に合流し大津SAで遅い夕食して

から、宿泊先の八日市ロイヤルホテル（滋賀県で

す）に着いたのは午後11時を回っていました。翌

日は朝食後に出発し米原JCTを通過して一宮JCT

から東海北陸道に入って関インターチェンジまで

行きましたが、普段の行いがいいのかほとんど渋

滞せずに岐阜県関市に到着しました。練習ラウン

ド前に近くの練習場に行って１時間打ち放題をし

て準備万端！のはずでしたが左手のマメを作って

しまいちょっと不安が襲います。横で藤瀬先生は

第2回全国医師ゴルフ選手権大会チャンピオン戦3位！
しかし無念！

米子市　永井整形外科医院　　永　井　琢　己

岐阜城 岐阜関カントリー入口

責任を果たすことができたように思います。

　今年２回目、親睦と研鑽を図るという趣旨の

下、全国から多くのDr.が集い、地元の名誉と期

待を背負って、普段なかなか経験しないような緊

張感の中でゴルフを行うわけですが、私にとって

も何にも代え難い貴重な体験をさせていただくこ

とができました。この場をお借りしてお礼申し上

げます。

　来年の開催は未定のようですが、このままでは

永井先生は悔しいでしょうし、私はホールインワ

ンの副賞のボルボを狙って行きたいと思います。

結果として横倉杯の奪還を果たすことができれば

最高です。

　最後になりましたが、この度の参加に当り、県

医師会からは昨年同様多大なご支援をうけ、また

快く送り出していただきましたことを心より感謝

申し上げます。ありがとうございました。

　ちなみに４日夜米子に帰ってきましたが、翌日

５日永井先生は３師会ゴルフに参加、私は心のリ

フレッシュのため筍狩りに出掛けました。
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「つかんだ！」などと大はしゃぎです。11時半過

ぎからの練習ラウンドは群馬県の先生たちのラウ

ンドです。１番ホールのパー５でまさかの２オン

のバーディーで出て、外からの難しいアプローチ

が入ったりして36のパープレイで前半終了し、後

半は少し崩れるも18番で200ヤードちょっとを約

１mに２オンしバーディーを取って42と78でのラ

ウンドでした。藤瀬先生も77で回って翌日の本番

に期待をしながら、競技説明会が開催される岐阜

城近くの岐阜グランドホテルへ向かいました。

　午後６時過ぎにホテル内のロイヤルシアターに

行くと、協賛のゴルフパートナーの試打コーナー

やパター販売が行われていました（パターは５本

以上売れたそうです）。午後７時から競技説明会

が開始され、日本医師会横倉会長の代理で温泉川

梅代常任理事と全国医師連合組合連合会の岩田章

男会長の挨拶から始まりました。第２回の今年は

昨年より多い38都道府県の参加でした。次に優勝

杯返還があり「鳥取県代表の永井琢己先生、藤瀬

雅史先生は壇上におあがり下さい」と二人で温泉

川梅代常任理事に１年間鳥取県医師会館に飾って

あった優勝杯を返すことになりました。これで一

安心と思っていると、「では永井琢己先生より挨

拶をお願いします」とのアナウンス。心の準備も

出来てないまま「今年も勝って連覇して来いと送

り出されました」など少々他県の先生達を刺激し

てしまいました。藤瀬雅史先生は「今年はホール

インワンを狙います」など壇上で鳥取県を猛アピ

ールしてきました。その後は昨年同様岐阜関カン

トリークラブの森支配人から明日のコース状況の

説明がありました。昨年より短い6,888ヤードで

すが、ピンポジションは昨年の日本オープン最終

日に設定しているとのことでした。その後ゲスト

の森口祐子プロから岐阜関カントリーの攻略方法

のレクチャーがありました。今年もホールインワ

ン賞はボルボです。その後は翌日一緒になる先生

たちとの懇親の場となりましたが、一躍有名にな

った鳥取県代表として数人から声をかけて頂きま

常任理事

日本オープン2017 優勝杯返還

18番ホール
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した。京都の先生は大学の数年後輩でしたし、広

島の先生は大学の先輩と交友のある先生でした。

　翌日のゴルフは藤瀬先生が２番目のスタート

で、私は最終組のスタートでした（１時間以上の

待ち時間があったのがいけなかったかな…。ここ

から反省の言葉が多くなります）。早めにゴルフ

場に入って練習した後、パター練習しているとゴ

ルフパートナーが何十本ものパターを練習グリー

ンに持ち込んでいましたが、さすがに本番前に購

入する先生はおられないようでした。藤瀬先生の

第１打を見てからも時間があり調整するのに苦労

しました。予定より10分ほど遅れてのスタートで

す。第１打はやや右の斜面に行きボギースタート

でした。その後は２打目の距離感があわず、アプ

ローチが難しい場所にあったりしたのですが、パ

ターでしのぐことが出来ず前半は47と出遅れてし

まいました。後半は頑張らねばと奮闘するも前半

とあまり変わらずに44と撃沈…。ラウンド終了後

に藤瀬先生に「ボロボロでした…」といい報告が

出来ませんでした。

　成績発表では個人戦は藤瀬先生が連覇を果た

しましたが、団体戦は３位となんとも無念でし

た。優勝した兵庫県の先生に「永井先生崩れてく

れてありがとう！」と言われ、ますます悔しさが

増してきました。昨年度は大山アークのキャプテ

ン杯と大山平原のクラブ選手権のタイトルを獲得

しましたが、団体戦など異様な雰囲気の中で思う

ようなゲーム展開に持っていくには、まだまだ力

不足を痛感した大会でした。午後３時に中締めと

なり、渋滞に巻き込まれることもなく午後８時過

ぎに無事米子に帰って来ました。翌日は中曽先生

が幹事の三師会ゴルフに参加し（藤瀬先生は筍狩

りだそうです）、翌々日には藤瀬先生達と大山ア

ークカントリーの月例とゴルフ三昧のGWでした

（体力的に大分辛くなってきました）。

　医師会の先生方は３位でも立派ですよと言って

頂きますが、勝ってもおかしくなかったので残念

でなりません（やっぱり無念です）。

　最後は反省ばかりの文書になりましたが、快く

出場させて頂いた鳥取県医師会の皆様には感謝の

気持ちで一杯です。昨年と同様に魚谷会長を始め

鳥取県医師会の関係者や会員の先生方には、多大

な援助と応援を頂き有難うございました。そして

いつも快くゴルフに行かせてくれる家族に感謝の

気持ちでいっぱいです。

　来年の開催は明言されませんでしたが、出場で

きれば「奪回」を目標に頑張ってみたいと思いま

す。

　本会では、禁煙化の促進を図っております。

　会員各位の医療機関におかれても、まだ禁煙対策を講じられていないところは、医療機関の禁

煙化にご協力をお願い申し上げます。また、産業医の方は、受動喫煙の防止、事業所内の禁煙化

をご指導下さるよう併せてお願いいたします。

＊日本医師会ホームページ「禁煙推進活動」（http://www.med.or.jp/people/nonsmoking/000004.	

html）より、『当院は禁煙です（No.124）』などのチラシをダウンロードすることができます。

医療機関の禁煙化にご協力下さい。
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第141回通常組合会開催報告
　平成30年度予算及び事業計画の審議を主議題とした第141回通常組合会が、さる平成30年３月17日（土）、

午後４時10分から鳥取市今町のホテルニューオータニ鳥取で開催された。出席組合会議員は23名。松浦議

長の開会宣言により開会。

　魚谷理事長の挨拶において、①補助金削減による組合財政が逼迫する前に統合・再編を視野に入れた議

論を始めなければならない。②マイナンバー制度への確実な対応をしなければならない。③保険者努力支

援制度の開始に対応した保健事業を実施しなければならない。と当面の課題をあげた。

　また、全国医師国民健康保険組合連合会（全医連）に魚谷理事長が理事に就任していること、全医連の

国保問題検討委員会に清水常務理事が副委員長に就任していると報告され、中央情勢を注視した組合運営

をしていくと述べた。

　議案審議については清水常務理事からそれぞれ提案説明並びに報告がなされ、満場一致で了承を得た。

　平成30年度歳入歳出予算は下記の通りである。

医師国保だより医師国保だより

款 項 本年度予算額 前年度予算額 前年度予算額との
比較増△減額

１．国民健康保険料 326,646 329,800 △3,154
１．国民健康保険料 326,646 329,800 △3,154

２．国庫支出金 52,593 67,300 △14,707
１．国庫負担金 1,370 1,370 0
２．国庫補助金 51,223 65,930 △14,707

３．前期高齢者交付金 1 1 0
１．前期高齢者交付金 1 1 0

４．県支出金 0 0 0
１．県支出金 0 0 0

５．共同事業交付金 14,800 18,000 △3,200
１．共同事業交付金 14,800 18,000 △3,200

６．財産収入 300 300 0
１．財産運用収入 300 300 0

７．繰入金 2 13,500 △13,498
１．準備金繰入金 1 1 0
２．積立金繰入金 1 13,499 △13,498

８．繰越金 68,000 37,600 30,400
１．繰越金 68,000 37,600 30,400

９．諸収入 208 199 9
１．預金利子 50 50 0
２．雑入 158 149 9

10．借入金 0 0 0
１．借入金 0 0 0

合　　　　　計 462,550 466,700 △4,150

歳　入� （単位：千円）
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款 項 本年度予算額 前年度予算額 前年度予算額との
比較増△減額

１．組合会費 1,500 1,500 0
１．組合会費 1,500 1,500 0

２．総務費 33,550 44,800 △11,250
１．総務管理費 33,550 44,800 △11,250

３．保険給付費 208,400 220,920 △12,520
１．療養諸費 182,000 191,600 △9,600
２．高額療養費 21,500 24,000 △2,500
３．移送諸費 100 100 0
４．出産育児諸費 2,100 2,520 △420
５．葬祭諸費 1,700 1,700 0
６．傷病手当金 1,000 1,000 0

４．後期高齢者支援金 66,600 68,360 △1,760
１．後期高齢者支援金 66,600 68,360 △1,760

５．前期高齢者納付金 13,800 32,400 △18,600
１．前期高齢者納付金 13,800 32,400 △18,600

６．老人保健拠出金 0 10 △10
１．老人保健拠出金 0 10 △10

７．介護納付金 39,000 40,600 △1,600
１．介護納付金 39,000 40,600 △1,600

８．共同事業拠出金 22,135 23,400 △1,265
１．共同事業拠出金 18,510 22,600 △4,090
２．共同事業負担金 3,625 800 2,825

９．保健事業費 10,950 11,500 △550
１．特定健康診査事業費 2,720 2,720 0
２．保健事業費 8,230 8,780 △550

10．基金積立金 600 800 △200
１．準備金等積立金 600 800 △200

11．諸支出金 490 490 0
１．償還金及び還付加算金 80 80 0
２．過年度支出金 10 10 0
３．地区医師会事務費交付金 400 400 0

12．予備費 65,525 21,920 43,605
１．予備費 65,525 21,920 43,605

合　　　　　計 462,550 466,700 △4,150

歳　出� （単位：千円）
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難聴と補聴器のお話
山陰労災病院　耳鼻咽喉科　　杉　原　三　郎

公開健康講座報告

聞こえが悪くなったら

　歳をとると個人差はあれ、誰でも聞こえが悪く

なります。日常生活や仕事上、講演会や友人との

楽しい会話の時に聞き取りにくいと感じたら、何

はともあれ耳鼻咽喉科の診察を受けてください。

病気の有無、難聴の種類と程度がわかります。歳

のせいだと思っていても、耳鼻咽喉科での処置や

治療で軽快したり、逆に怖い病気が見つかる場合

もあります。数年前から聞こえが少しずつ悪くな

ったと病院に来られた患者さんは両側外耳道に耳

垢が充満しており、除去したら聞こえが改善しま

した。長年綿棒で耳掃除したために逆に耳垢が

奥で蓋をした状態でした。そして鼓膜の奥の部

屋（中耳）に分泌物が溜まる（滲出性中耳炎）た

めに難聴であった患者さんは、鼓膜切開し分泌物

の吸引処置だけで改善しました。また難聴と耳漏

の患者さんは鼓膜穿孔がありましたが、鼓膜穿孔

のために聞こえが悪いだけなので鼓室形成術（鼓

膜形成と周囲の部屋の掃除）で耳漏が停止し聴力

も改善して喜ばれました。しかし同じような難聴

と耳漏の患者さんでも、鼓膜の一部が奥に入り込

み、周囲の骨を破壊して難聴だけでなくめまい、

顔面神経麻痺を起こしたり脳内に入り込む真珠腫

性中耳炎が時々発見されます。見えない所なので

自己判断せず、耳鼻咽喉科で診察を受けましょ

う。

補聴器を使うためには

歳をとると誰でも聞こえは悪くなりますが、長い

人生を聞こえにくいままで不便な生活を続けるわ

けにもいきません。そこで補聴器を思いつき補聴

器店へ。しかしちょっとお待ち下さい。まず耳鼻

咽喉科の診察を受けて下さい。その結果、老人性

難聴であって補聴器を希望される人に日本耳鼻咽

喉科学会認定補聴器相談医が、認定補聴器専門店

や認定補聴器技能者のいる補聴器店へ検査データ

を付けて紹介状を書きます。必ず紹介状を持って

補聴器店へいって下さい。この紹介状と補聴器領

収書があると税金の医療費控除になります。老人

性難聴の特徴は、小さい音はきこえないのは当然

ですが、ちょっと大きな音はうるさく歪んで聞こ

ることです。さらに早口やぼそぼそと話されると

音は聞こえても内容がわかりません。ですから近

くではっきり、ゆっくり、顔を見て、適度な大き

さで話す必要があります。補聴器を作るときに

は、音が大きすぎてうるさくならないように、会

話が聞きやすいような特性になるように専門家の

調整が必要となります。使用したとたんに善し悪

しがわかるメガネとは全然ちがいます。自分に合

わせて作りその後も微調整をする入れ歯と同じと

考えて下さい。補聴器も多種あるので扱いやすい

型や美容的にも満足できるものが必ず見つかるは

ずです。聞こえが悪くなったと思ったら耳鼻咽喉

科診察を受けた後、補聴器を有効に使用して有意

義な人生を送りたいものです。
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	　 インフルエンザ定点数	 （12）	 （6）	 （11）	 （29）	

	１　インフルエンザ	 83	 92	 177	 352	 −65％

	　　　 小児科定点数	 （8）	 （4）	 （7）	 （19）	

	２　咽頭結膜熱	 3	 12	 14	 29	 7％

	３　A群溶血性連鎖球菌咽頭炎	 108	 78	 219	 405	 7％

	４　感染性胃腸炎	 410	 200	 169	 779	 100％

	５　水痘	 11	 6	 0	 17	 55％

	６　手足口病	 0	 1	 0	 1	 −67％

	７　伝染性紅斑	 1	 0	 2	 3	 0％

	８　突発性発疹	 14	 10	 12	 36	 6％

	９　ヘルパンギーナ	 0	 0	 0	 0	 −100％

	10　流行性耳下腺炎	 3	 2	 1	 6	 500％

報告患者数（30．4．2〜30．4．29）

区　　　　　分 東部 中部 西部 計 前回比
増　減

	11　RSウイルス感染症	 6	 2	 13	 21	 −13％

	　　　　眼科定点数	 （2）	 （1）	 （2）	 （5）	

	12　急性出血性結膜炎	 1	 0	 0	 1	 ─

	13　流行性角結膜炎	 1	 2	 1	 4	 33％

	　　　　基幹定点数	 （2）	 （1）	 （2）	 （5）	

	14　細菌性髄膜炎	 0	 0	 0	 0	 ─

	15　無菌性髄膜炎	 0	 0	 0	 0	 −100％

	16　マイコプラズマ肺炎	 2	 0	 0	 2	 0％

	17　クラミジア肺炎（オウム病を除く）	 0	 0	 0	 0	 ─

	18　感染性胃腸炎（ロタウイルスによるものに限る）	 21	 7	 1	 29	 480％

	　　　合　　　　　計	 664	 412	 609	 1,685	 −11％

区　　　　　分 東部 中部 西部 計 前回比
増　減

鳥取県感染症発生動向調査情報（月報）
鳥取県衛生環境研究所

（H30年４月２日〜H30年４月29日）

１．報告の多い疾病

（インフルエンザ定点29、小児科定点19、眼科

定点５、基幹定点５からの報告数）

（単位：件）

　１　感染性胃腸炎	 779

　２　A群溶血性連鎖球菌咽頭炎	 405

　３　インフルエンザ	 352

　４　突発性発疹	 36

　５　咽頭結膜熱	 29

　６　感染性胃腸炎（ロタウイルスによるものに限る）	 29

　７　その他	 55

	 合計　1,685

２．前回との比較増減

　全体の報告数は、1,685件であり、11％（217件）

の減となった。

〈増加した疾病〉

　感染性胃腸炎（ロタウイルスによるものに限

る）［480％］、感染性胃腸炎［100％］、A群溶血

性連鎖球菌咽頭炎［７％］。

〈減少した疾病〉

　インフルエンザ［65％］。

３．コメント

・A群溶血性連鎖球菌咽頭炎警報が発令中です。

患者報告数は引き続き多い状況であり、注意

が必要です。

・感染性胃腸炎の患者報告数が急増しており、

注意が必要です。

・梅毒の患者が継続して発生しており、警戒が

必要です。

感染症だより
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わが母校

　大学入学から平成26年に生まれ育った米子に帰

ってくるまで、20年近くを広島の地で過ごしまし

た。我が母校の原稿依頼をいただき、第二の故郷

ともいえる広島での生活が懐かしく思い出されま

す。

　平成10年の春、浪人生活を経て合格通知を受け

取った私は、憧れであった広島大学へ入学手続き

に向かいました。一度は都会に住みたい願望があ

り、100万人都市の中で唯一入学できそうな国立

大学が広島であったことが理由でした。医学部キ

ャンパスは広島市内にありますが、１年目の一般

教養は東広島市（西条町）で受講することになっ

ていました。広島駅から電車で１時間かけ向かっ

た西条の街を見たときは、あまりの田舎ぶりにシ

ョックを受けました。大学と酒蔵以外に何も無い

街でした。広大なキャンパスを自転車で移動し、

お店も少ないので毎日自炊でした。当時から続い

ていますが、秋に西条酒祭りというイベントがあ

り、入場料を払うと色々な酒蔵のお酒を好きなだ

け飲めます。当時は日本酒に興味がなく、今とな

っては一度行きたかったと思います。

　２年生からは広島市内に引っ越して、医学部の

キャンパスでの生活が始まりました。広島市内

は、とにかくお好み焼きのお店が多く、コンビニ

と同じくらいお店があるような印象です。大学周

辺には学生向けのお店が多く、焼きそばに加えて

ご飯も入ったボリューム感あふれるお好み焼きも

ありました。そして皆さん、カープが大好き。当

時は万年Bクラスの弱小球団で、３月になると毎

年深夜にカープが優勝した10年以上前の映像が流

れ、鯉のぼりが空を泳ぐ５月頃までは調子がいい

のですが、その後低迷する展開が続きました。今

第二の故郷
米子市　小酒外科医院　　小　酒　慶　一

では毎年優勝候補で、県内のあらゆる地域でカー

プのユニフォームが飾られ、チケットの入手も困

難な状態だそうです。平成21年に完成した今の新

球場は、駅から近いため交通の便がよく、バーベ

キューをしながら観戦したりすることもでき、よ

く医局の納涼会で利用していました。

　学生時代はテストを乗り切るのが大変で、大学

側も今考えれば温情があり、追試があるのは当た

り前で、同一科目で５回くらいまで追試をされる

先生もいました。２年生時の解剖学の先生が非常

に厳しく、ストレスのために喫煙を始める学生が

多くいました。留年せず６年間で卒業できたの

は、幸運とノートを貸してくれた友人達のおかげ

でした。

　クラブは高校からの続きで柔道をしていまし

た。意外に医学部の柔道はレベルが高く、試合は

すべて体重による階級がありませんでしたので、

60キロ級の私は負け試合の方が多かったと思いま

す。キャプテンも経験し、大学本部や広島県警の

機動隊へ出稽古に行ったりと自分なりに頑張った

結果、６年生の時に西医体の団体戦で優勝でき、

学生生活一番の思い出になりました。

　平成16年から現在も続いている「臨床研修医制

度」が始まり、私はその第一期生でした。研修の

内容など流動的で、事情が分かる母校の大学病院

を研修先に選びました。当時入院病棟は新しく建

て替えたばかりで、ホテルのようにきれいでし

た。一方で外来や検査を行う外来棟は、天井の低

い、薄暗いおんぼろな建物で、その中で検査や治

療を行う日が続きました。私が所属していた消化

器内科の胆膵グループは、非常にストイックで、

検査を深夜まで行った後に日を跨いで学会発表の

広島大学
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予行練習を行うこともしばしばで、心身ともに鍛

えられました。平成25年に外来棟も新しい建物が

立ち、写真のような近代的な病院になっていま

す。

　広島のソウルフードと言えばお好み焼きです

が、近年「激辛つけ麺」「汁なし担々麵」などの

麺類のお店も増えています。広島の担々麵は、汁

がほとんどなく肉みそが入っていて、山椒が効い

て舌がピリピリし、癖になる味です。牡蠣や穴子

飯などと合わせて、広島に行かれた時は食べてい

ただきたく思います。

　以上、とりとめのない乱文で失礼しました。

現在の広島大学病院

鳥取県医師会メーリングリストへご参加下さい

　鳥取県医師会では、地域における医師会情報・医療情報の共有と会員同士の親睦を目的に、下

記の“メーリングリスト”を運営しています。

　１．総合メーリングリスト（話題を限定しない一般的なもの）

　２．連絡用メーリングリスト（医師会からの連絡などに用いるもの）

　３．緊急用メーリングリスト（医師会のサーバが使えない緊急時に用いるもの）

　４．学校医メーリングリスト（学校医（幼稚園、保育所を含む）に関連した話題が中心）

　参加ご希望の方は鳥取県医師会事務局までご連絡ください。

鳥取県医師会（E-mail　kenishikai@tottori.med.or.jp）



鳥取県医師会報　18．5　No.755

46

　
銃
後
の
守
り

倉
吉
市
　
石
飛
　
誠
一

税
務
署
に
て
会
い
た
り
し
こ
と
思
い
出い

ず
去こ

ぞ年
三
月
は

生
き
て
居
し
友

（
同
期
生
・
石
村
唯
彦
君
の
死
を
悼
む
）

背
広
着
て
ネ
ク
タ
イ
し
め
て
参
加
す
る
写
真
も
載
る
と

う
座
談
会
に

医
師
だ
か
ら
長
生
き
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
医
師
会
仲

間
短
命
多
し

あ
ゝ
此
処
が
事
件
の
あ
り
し
所
だ
と
思
い
つ
ゝ
通
過
す

松
川
駅
付
近

九
条
の
あ
り
て
「
銃
後
の
守
り
」
と
う
言
葉
聞
か
ず
に

七
〇
年
過
ぐ

◆鳥取県健康対策協議会では、がん検診・特定健診の県民向け受診勧奨リーフレットを作成して

います。

◆診察室や待合室等に置いて頂き、かかりつけ医の先生から患者さんやご家族の方に、直接、特

定健診・がん検診の重要性の啓発をして頂くと共に、年に１度の受診勧奨をして頂くツールと

してご活用ください。

◆ご希望の方はお送りしますので（無料）、電話（0857−27−5566）またはFAX（0857−29−1578）

にて鳥取県健康対策協議会までお申し込みください。

A　受けましたか？がん検診（H26年作成） B　特定健診・がん検診を受けましょう（H27年作成）

健診（検診）を
受けたいけど

どうすれば良いの？自分では気づかないうちに進行する
生活習慣病を早期に発見するための健診です。

40～74歳 （ご加入の保険者が実施します）
上記年齢以外の人は、お住まいの市町村へ
おたずねください。

対 象

内 容

◆ 鳥取県内の市町村が実施する主ながん検診

※詳しい検査内容については、かかりつけの医師及び市町村
　にご相談ください。

特定健診、がん検診は
市町村やご加入の健康保険組合等で

受けられます。
詳しくは市町村やご加入の健康保険組合等の担当部署にお問合せください。

市 町 村 の 問 合 せ 先

を受けましょう

受けておけばよかった
では遅いのです。

生活習慣病やがんは
早期発見できます。

鳥取県健康対策協議会
（鳥取県医師会・鳥取大学医学部・鳥取県福祉保健部）

特定健診（メタボ健診）

がん検診

診察、腹囲、血液検査、尿検査等

自分では気がつかないがんを
発見するための検診です。お住まいの
市町村、職場、人間ドックなどで受診できます。

胃がん

大腸がん

肺がん

子宮
頸がん

乳がん
視触診
+

マンモグラフィ検査

視診+細胞診検査+内診

エックス線検査
喀痰細胞診検査

（たばこを吸うなどリスクの高い方）

便潜血検査

エックス線検査
または

内視鏡検査
年１回
40歳以上

年１回
40歳以上

年１回
40歳以上

年１回
20歳以上

2年に１回
40歳以上

特定健診
がん検診

医療機関に通院していても…

鳥取市  保険年金課健診推進室
米子市 健康対策課
倉吉市 保健センター
境港市 健康推進課
岩美町 健康長寿課
八頭町 保健課
若桜町 保健センター
智頭町 福祉課
湯梨浜町 健康推進課 
三朝町 子育て健康課
北栄町 健康推進課
琴浦町 健康対策課
南部町 健康福祉課
伯耆町 健康増進室
日吉津村 福祉保健課
大山町 保健課
日南町 福祉保健課
日野町 健康福祉センター
江府町 福祉保健課

☎ 0857-20-0320
☎ 0859-23-5452
☎ 0858-26-5670
☎ 0859-47-1043
☎ 0857-73-1322
☎ 0858-72-3566
☎ 0858-82-2214
☎ 0858-75-4101
☎ 0858-35-5375 
☎ 0858-43-3520
☎ 0858-37-5867
☎ 0858-52-1705
☎ 0859-66-5524
☎ 0859-68-5536
☎ 0859-27-5952
☎ 0859-54-5206
☎ 0859-82-0374
☎ 0859-72-1852
☎ 0859-75-6111

コチラをCheck
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　「笑顔」で表されるように「笑い」は「顔」の

表情であり、これに声等が加わって「笑い」とな

る。今月は笑いを考えた。

　笑いにも色々あり、色々な意味がある。良い意

味の笑いには、微笑、微笑みがある。悪い意味の

笑い表現も少なくない。愛想笑い、含み笑い、薄

笑い、高笑い、冷笑、嘲笑、失笑等、かなり多

い。その他に爆笑、苦笑、思い出し笑い、貰い笑

い、誘い笑い等もある。ちなみに、相手の顔を見

ない微笑は冷笑となりかねない。

　この中で「誘い笑い」は馴染みが薄い。広辞苑

には載っていないようだ。インターネットには、

「お笑い芸人が用いる手法。ボケた人間が自ら聴

衆に先んじて笑うことで、聴衆を笑わせる」と載

っていた。テレビでこれが得意な芸人も居るが、

私は違和感があり、殆ど見ない。しかし、このよ

うな番組が続いていることは、それなりの視聴率

を稼いでいるのであろう。人々を笑わせるため

に、自分から先に笑い転げる芸人も居る。いささ

かみっともない。

　最近は笑いの効用も説かれており、「笑いは百

薬の長」、「笑いに勝る良薬なし」、「一笑一若」、

「笑う門には福来る」等の言葉がある。これらを

否定するのは無粋と思う。調べたら、我が国には

日本笑い学会があり、笑い療法士も居る。

　笑いの医学的効果も話題となっている。免疫力

の向上、脳機能の活性化、血行促進、ストレス解

消、筋力アップとカロリー消費、疾患に対する効

果への期待等、これらの効用は否定出来ないが、

「笑いだけで達成出来る」とは言い難い。

　最近のラジオとテレビ番組は、「不自然な笑い」

で賑やかである。インターネットで調べて、こ

笑いを考える

特別養護老人ホーム　ゆうらく　　細　田　庸　夫

れが「録音笑い」と知った。Wikipediaに依れば、

音声編集の技法の一つである。収録した笑い声

を、後から重ねることにより、見ている観衆が本

当に笑っているような臨場感を出して、視聴者の

笑いを誘起する。

　古くは「笑い屋」と呼ばれた多数の女性が、一

斉に笑うのが一般的に使われたが、最近は「スタ

ッフ笑い」も多用されるそうだ。少数の男性の笑

いを、音声加工して、現場の製作スタッフの笑い

として流すもので、無観客シーンでも、笑いが流

され、違和感なく聞く聴衆も少なくない。

　この録音笑いの技法はアメリカで1950年頃に始

まった。日本では「ドリフ大爆笑」がこれを用い

て、日本のテレビにおける録音笑いのパイオニア

となっている。当時私もよく見たが、自然な笑い

と思って、全く気づかなかった。

　最近はこれが多用されている。色々な番組で、

「笑う人」が画面に居ないのに、不自然な程の大

声で爆笑を聞かされる。そして、その笑いも不自

然に始まり、パタッと終わる。

　そして、数少ない出演者も、大声で、大袈裟に

笑うように指示され、それを実行しているように

見える。旅番組、料理番組、そしてクイズ番組等

で、時に見苦しい程の過剰な笑いをする芸人も少

なくない。

　私はこの「録音笑い」は「録音『馬鹿』笑い」

と思っている。広辞苑には、「ばかわらい（馬鹿

笑い）：みだりに大声で笑うこと」と載っている。

更に、「みだりに（妄りに、濫りに、猥りに）：秩

序を乱して、むやみに、訳もなく、思慮もなく、

無作法に」とも載っている。何かテレビやラジオ

で流れる笑い声をズバリ表現している。
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　李承晩はその後更にプリンストン大学に入学し

て国際法や欧米史などを専攻して博士号を取得し

ます。但し、この本は彼が軍事学には全く関心が

なかった事も指摘しています。因みにプリンスト

ン大学の当時の総長は後に第27代大統領となるウ

ッドロー・ウィルソンで李承晩は在学中に個人的

な知遇を得ています。

　博士号の取得により「留学」の目的を果たして

キリスト教団体からの費用支給が終了となったの

で彼は帰国を余儀なくされますが、密使の役割が

終わった後の勉学期間中も彼は米国の世論に働き

かけようと弁論活動を続けたとあります。彼が使

ったレトリックは「日本の朝鮮半島支配を認めれ

ばそれは日本の中国大陸への侵略につながり、最

後には米国との衝突を起こす。従って韓国の独立

は米国の平和に不可欠である。」というものだっ

たそうです。その後の歴史を言い当てた洞察力は

驚きですが、しかし秘密協定まで結んで西太平洋

の安定の為に日本と「友好」を保つ必要があった

米国政府が耳を貸すことはなく、また日本との友

好ムードの中にあった米国民には日本との戦争な

どまだ想像も出来ない話でした。

　結局米国の世論には何の影響も与えられないま

ま1910年11月に祖国に帰ったのですが、韓国は既

に同年８月に正式に日本に併合されていました。

日本の総督府は帰国した李承晩を取り込もうと働

きかけますが彼は悉くそれを断ったので再び要注

意人物と見なされます。次第に危険を感じた彼は

機会を見つけて約１年半後に韓国を出国して米国

本土へ戻ったとあります。

　しかし韓国内に留まって独立運動を続けていた

人士も少なからず居た事を考えると、この行動に

は全く違和感が無い訳ではありません。この本の

地図の上に線を引く（10）

上田病院　　上　田　武　郎

著者はかなり李承晩に好意的な様に感じます。

　それはともかく、ここまでで李承晩というのは

どういう人物だったのか何となく分かって来まし

た。王族のプライドを持ち、かなりの秀才です。

そしてキリスト教に魅かれ、米国への思い入れが

とても強い。祖国の独立に執念を持ち続けますが

武力闘争は避けて飽くまで政治・外交的に米国を

動かす事に拘り続ける。（これには以前に韓国内

で街頭演説により大衆を動かした成功体験も影響

しているかもしれません。）この本には「とても

頑固」と評してありますが確かにそういう感じは

します。が、この頑固さは他と妥協したり連携し

たりしようとしない偏狭さにも通じるのではない

かとも感じます。何故ならば、祖国への短い帰国

の間に国内に留まっていた独立運動家と連絡を取

ろうとした形跡がこの本からは読み取れないから

です。しかしあるいはその様な行動を取る事で日

本の総督府から過度ににらまれるのを避けて保身

に努めたのかも知れません。いずれにしてもどこ

となく、独立の為に自分を犠牲にするというより

も自分を中心にして独立運動をしている様な感じ

を受けます。それは王族の末裔意識から来るもの

かもしれないと思います。また、強い日本に対す

るのに更に強い米国に頼ろうというのは現実的な

やり方とも言えますが、少し見方を変えると自分

では全くリスクを取ろうとしない（しかし肝心の

祖国に取っては今度は米国に支配されるというリ

スクのある）行き方ではないでしょうか？

　さて、再び米国に戻った李承晩はハワイの韓国

系移民の中の独立運動家から招かれてそちらへ移

住しますが、この後から日本の敗戦までの間の彼

は他の活動家たちとの間の主導権争いに終始して

いた様に見えます。
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地区医師会報だより

当会の地域包括ケアシステムへの取り組み状況
鳥取県東部医師会　理事　　加　藤　達　生

　先進諸国はどこも高齢化社会に向かっています

が、その中でも日本の高齢化は他国に比べてかな

り速いスピードで進行していることは、各種媒体

を通してよく認識されていることと思います。そ

して、人生100年時代が到来するかもしれない中

で、厚生労働省が少子高齢化多死社会対策の主眼

としているのが在宅医療の重視です。

　医療者目線から生活者目線へ、病院中心から外

来・在宅中心へと、日本の医療は大きな変化の渦

中にあり、千差万別の療養環境・限られた医療機

器・様々な家族事情等のため、在宅医療が病院医

療の延長として成立するような単純なものでな

く、在宅ならではの専門性が必要と言われていま

す。日本医師会も日医かかりつけ医機能研修制度

応用研修会を開催して啓発を行っています。た

だ、実地の在宅医療についてはOn the Jobで切り

抜けていることが一般的と思います。関係各機関

と連絡上の煩雑さに困ることもあるかと思いま

す。

　診療所（医科、歯科）・病院・訪問看護事業

所・薬局・介護サービス事業所等の円滑な連携を

図るうえで問題となる点を抽出し、解決を図る目

的で松浦会長のもと、平成27年２月23日に「東部

地区在宅医療介護連携推進協議会」を先の関係団

体以外に栄養士会、社会福祉士会、在宅リハビリ

研究会、介護福祉士会、ケアマネ協、病院協会、

地域医療任意研究会、病院地域連携室の協議会、

老健協会、老施協、小規模多機能連絡会、１市４

町の社協・地域包括支援センター、消防局、保健

所長、市行政参与、権利擁護支援センターの参加

も得つつ立ち上げることができ、年４回会議を開

催しています。「鳥取県東部医師会在宅医療介護

鳥取県東部医師会報　№434　

連携推進室（平成28年１月～）」の案で、事業項

目に対応したWorking Groupを立ち上げて、厚

生労働省から出された「在宅医療・介護連携推進

事業（介護保険の地域支援事業）の８つの事業項

目（＊）」等について取り組み３年経過したとこ

ろです。Working Groupから一般事業に移行し

たものも含め、８項目につき端緒につくことがで

きました。東部医師会会員の皆様の御協力のおか

げと思います。

　本年は医療保険と介護保険のダブル改正の年で

あり（障害福祉サービス等報酬も合せるとトリプ

ル改定）、２月25日には兵庫県立大学大学院経営

研究科教授筒井孝子氏に「平成30年度診療・介護

報酬同時改定を踏まえた地域医療計画及び地域包

括システムの推進」を講演いただいたところで

す。

　医療保険については、新たな入院医療の評価体

系（一般病棟入院基本料（７対１、10対１）の再

編統合、在宅復帰率の要件変更、地域包括ケア病

棟の急性期医療受け皿機能・在宅医療介護サービ

ス提供等多機能化）、かかりつけ医の機能の評価

（生活習慣病の重症化予防・早期介入、連携）、医

療ICT活用の遠隔診療、かかりつけ薬剤師の役割

強化、入退院支援の評価を入院前から評価しうる

事、回復期リハビリテーション病棟入院料・アウ

トカム着目の評価促進、「重症度、医療・看護必

要度」の判定方法変更などについて解説いただき

ました。一方、介護保険については地域包括ケア

システムの推進、自立支援・重症化予防に資する

質の高い介護サービスの実現、多様な人材の確保

と生産性の向上、介護サービスの適正化・重点化

を通じた制度の安定性・持続可能性の確保、につ
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いて示していただきました。それぞれの医療・介

護施設の役割の明確化とサービス利用者の流れが

影響を受けそうです。

　地域包括ケアシステムの話題は引き続き医療提

供側の我々の活動に影響を及ぼし続けると思われ

ます。当方で気づかない点も多々あるかと思いま

すので、皆様のご要望ご意見を当医師会へ届けて

いただけますようお願いいたします。

（＊）８つの事業項目

ア）地域の医療・介護の資源の把握

イ）在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策

の検討

ウ）切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の

構築推進

エ）医療・介護関係者の情報共有の支援

オ）在宅医療・介護連携に関する相談支援

カ）医療・介護関係者の研修

キ）地域住民への普及啓発

ク）在宅医療・介護連携に関する関係市区町村

の連携

「鳥取医学雑誌　新人優秀論文賞」

　この賞の対象は、筆頭著者が卒後５年までの医師で、原則として鳥取県医師会員です。平成25

年発行の第41巻から適用しております。

　会員各位の日常診療の参考となる論文のご投稿をお待ちしております。

　「投稿規程」類のご請求、およびご不明な点は鳥取県医師会・鳥取医学雑誌編集委員会へお問

い合わせ下さい。

〒680－8585　鳥取市戎町317　鳥取県医師会内・鳥取医学雑誌編集委員会

TEL 0857－27－5566　FAX 0857－29－1578

E-mail　igakkai@tottori.med.or.jp

鳥取医学雑誌への投稿論文を募集致します
　「鳥取医学雑誌」は、鳥取県医師会が発行する「学術雑誌」で年４回発行しています。締切日

は設けておりません。「受理」となった論文は、発行月に最も近い医学雑誌へ掲載いたします。

投稿にあたっては、鳥取医学雑誌に掲載している「投稿規程」をご覧下さい。「興味ある症例」

（質疑応答形式；２頁）欄への投稿も併せて募集致します。

　優秀な論文には、「鳥取医学賞」が贈られます。

◇ 　 ◇ 　 ◇ 　 ◇ 　 ◇ 　 ◇ 　 ◇ 　 ◇
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東から 西から 地区医師会報告

東　部　医　師　会

広報委員　松　田　裕　之

　５月５日立夏。風薫る５月、新緑の季節を迎

え、近所では、田植えの準備が始まりました。

　今年は、桜の開花をはじめ、１週間程早く季節

が進んでいるようで、診療所の中庭にやってくる

ツバメたちも、４月20日過ぎに最初の雛が孵った

ようです。今年も、巣立ちまでのしばらくの間賑

やかな日々が続きそうです。

　東部医師会では、６月23日に定例代議員会を予

定しています。

　６月の行事予定です。

１日　鳥取県東部医師会学術講演会

　　　「鳥取市認知症初期集中支援チームの

現状」

乾医院院長　乾　俊彦先生

　　　「認知症の早期発見・早期介入の実際

～神戸市での取り組みを中心に～」

神戸大学大学院保健学研究科教授

リハビリテーション科学領域　脳機

能・精神障害分野　古和久朋先生

５日　理事会

７日　平成30年度第１回東部地区在宅医療介

護連携推進協議会

８日　鳥取県東部在宅医療・介護連携研究会

第13回事例検討会及び鳥取県東部医師

会認知症研究会第48回症例検討会

11日　平成30年度在宅医療介護保険委員会

19日　第549回東部医師会胃疾患研究会

20日　第512回鳥取県東部小児科医会例会

22日　平成30年度学術委員会

23日　第７回東部医師会定例代議員会

26日　理事会

　　　会報編集委員会

29日　鳥取県東部医師会第36回健康スポーツ

医学講演会

　　　「スポーツにおける熱中症」

聖マリアンナ医科大学スポーツ医学

講座教授　藤谷博人先生

　４月の主な行事です。

６日　DM DR Conference in鳥取

　　　「糖尿病網膜症　診断と治療　up date」

鳥取大学医学部視覚病態学准教授

　山㟢厚志先生

７日　看護学校入学式

　　　鳥取県東部医師会学術講演会

　　　「ADHDの薬物療法：支援の視点からみ

た治療戦略」

医療法人テレサ会西川医院発達診療部

長・発達障害研究センター長

　林　　隆先生

10日　理事会

11日　第247回東部胃がん検診症例検討会

17日　第547回東部医師会胃疾患研究会

18日　第510回鳥取県東部小児科医会例会

22日　第２回地域包括ケア専門職“絆”研修（多

職種連携研修会）

　　　東部医師ゴルフ同好会

24日　理事会

　　　 会報編集委員会
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25日　鳥取県東部医師会学術講演会

　　　「認知症初期集中支援チームの活動につい

て」

乾医院院長　乾　俊彦先生

　　　「認知症の評価と治療～合併症やBPSDへ

の対応を含めて～」

香川大学医学部精神神経医学講座教授

　中村　祐先生

26日　鳥取県東部糖尿病臨床研究会

　　　「当院における糖尿病治療戦略～ SGLT-2

阻害薬の検討～」

宍戸医院院長　宍戸英俊先生

　　　「循環器病学における糖尿病を科学する」

国立循環器病研究センター臨床研究部長

　北風政史先生

中　部　医　師　会

広報委員　森　廣　敬　一

　風薫る五月。新緑のエネルギーが満ち溢れる季

節になりました。爽やかに吹き抜ける青葉の風

は、人々の心を鎮め、心洗われるようです。かの

清少納言も「一年を通じて節日はたくさんある

が、ショウブやヨモギの香りもさわやかな五月が

一番素晴らしい」と言っています。ところが古代

中国では五月のことを不吉な月、「無月」と称し、

なかでも五月五日を最も災難に遭遇しやすい「悪

日」として、厄を払うためのさまざまな行事が行

われていました。このため、ヨモギ人形を作り、

門戸に出して悪霊がとりつくのを防いだり、魔除

けの力があると信じられていたショウブを身に付

け、あるいは薬草摘みなどをして、邪気払いをし

ていたそうです。それが日本にも伝わり奈良時代

にはすでに五月五日の節句にはショウブの髪かざ

りを用いることが宮中行事の中に組み込まれてい

たそうです。

　端午の節句、すなわち「こどもの日」と言えば

今では鯉のぼりですが、端午の節句に欠かすこと

のできない食べもののひとつが「ちまき」です。

これも中国から伝来した風習のようで、高校の漢

文の教科書にも出ていたあの屈原が、上官の中傷

によって流罪となり、河に身を投げたのが五月五

日であるところから、その霊をなぐさめるため

に、竹筒に米を入れて河に投じたのが発端とされ

ています。ちまきは、もち米やきびの粉、くず粉

などを練り、チガヤの葉を巻いて作るところから

この名があります。平安時代からあった古い行事

食で、鎌倉時代には今と同じように知人に配る習

慣があったそうです。江戸時代にはチガヤだけで

なくクマザサや竹の皮などでくるむことも広く行

われていたようで、こちらでは大山をはじめ山里

にも多く自生しているクマザサが主流になったよ

うです。クマザサの葉は巾が広く使いやすく、防

腐効果もあり、他のものにもくっつかないので包

むには持ってこいだったと思われます。

　若葉が繁り、まさに「木の芽どき」。このよう

な時にふと陥りやすいのが気分の落ち込みです。

五月病と呼ばれる症状に悩まされる方もおられる

ことでしょう。そこで薬草を摘んだり、ちまきの

ように力のつくもので体力を強化したりして、季

節を味わい、心身の衣替えを健やかに行っていき

たいものです。

　　６月の行事予定です。

４日　理事会

７日　講演会

　　　「骨吸収抑制剤臨床使用の実際」
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野島病院　整形外科　岸本英彰先生

13日　定例常会

　　　第10回鳥取県中部「痛み」対策研究会

　　　「慢性痛の治療〜薬物療法と認知行動

療法を中心に〜」

鳥取県立厚生病院　疼痛緩和診療科

部長　堀　真也先生

18日　胸部疾患研究会・肺癌検診症例検討会

20日　くらよし喫煙問題研究会

21日　中部医師会消化器病研究会

25日　定例総会

　４月の活動報告を致します。

２日　理事会

12日　定例常会

　　　「日医学校保健講習会伝達講習会」

岡本小児科医院　院長　岡本博文先生

16日　胸部疾患研究会・肺癌検診症例検討会

　　　三朝温泉病院運営委員会

18日　くらよし喫煙問題研究会

19日　中部医師会消化器病研究会

25日　救急医療・災害対策委員会

26日　心電図判読委員会

27日　講習会

　　　「糖尿病患者への脂質介入」

鳥取県立厚生病院　内科

　村脇あゆみ先生

　　　「糖尿病治療の変遷に乗り遅れるな〜

Weekly DPP-4阻害薬への期待〜」

十谷総合病院　内分泌内科

　渡邉　浩先生

西　部　医　師　会

広報委員　來　間　美　帆

　吹き渡る風が、青葉の香りを運んで来る好季節

となりました。会員の皆さまお変わりございませ

んでしょうか。西部医師会では５月10日（木）、

西部医師会館３階講堂にて、BLS（Basic Life 

Support　一次救命処置・AEDを含む）講習会が

開催されました。西部医師会会員有志他がインス

トラクターとなり、医師・看護師・薬剤師・事務

職員・介護職員・理学療法士の計35名の皆様が、

今回は７グループに分かれ、手技説明とデモンス

トレーションの後、実技も含めて受講されまし

た。受講された方へは受講証を、又、医師・看護

師・事務職員それぞれ１名以上が受講された施設

には、施設名の受講証を発行しています。BLS講

習会は例年、年２回の開催で、本年度は秋頃にも

開催予定です。以前受講されたことのある方も無

い方も、西部医師会の皆様の多くのご参加をお待

ちしております。

　さわやかな初夏のみぎり、皆様どうぞお健やか

にお過ごし下さい。

　６月の主な行事予定です。

１日　整形外科合同カンファレンス

３日　第16回世界禁煙デー in米子

６日　学術講演会～糖尿病への多面的アプロ

ーチ～

７日　ようこそ鳥取県へ～初期臨床研修医歓

迎の夕べ～

11日　米子洋漢統合医療研究会

　　　鳥取フレイル漢方セミナー

13日　小児診療懇話会

14日　胃・大腸がん検診報告会

15日　Stroke Seminar In Yonago
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18日　理事会

19日　肝胆膵研究会

20日　境港臨床所見会

21日　一般公開健康講座

　　　「一番よくあるめまいと、危ないめま

い」

阿部クリニック

　院長　阿部博章先生

　　　米子市健診事業説明会

22日　西医臨床内科医会６月例会

　　　山陰消化器研究会

25日　第７回定例代議員会

26日　消化管研究会

29日　第71回西部臨床糖尿病研究会

　４月の主な行事です。

４日　米子看護高等専修学校入学式

６日　整形外科合同カンファレンス

　　　鳥取フレイル漢方セミナー

９日　常任理事会

　　　米子洋漢統合医療研究会

11日　小児診療懇話会

　　　在宅ケア研究会

　　　心房細動と抗凝固療法を考える会in米子

17日　肝胆膵研究会

19日　一般公開健康講座

　　　「ピロリ菌と慢性胃炎～胃がん」

米子中央クリニック

　院長　安部　良先生

23日　理事会

24日　消化管研究会

27日　西医臨床内科医会４月例会

　　　山陰消化器研究会

28日　第17回鳥取臨床スポーツ医学研究会

　今春は暖かくなったり寒さがぶり返したりと、

中々気候の安定しない日々が続いておりますが、

医師会の皆様におかれましては、いかがお過ごし

でしょうか。

　診療報酬改定を受け、地域における医療機関連

携がますます重要となってまいります。当院も地

域医療の最後の砦として、高度急性期病院の責務

を果たすよう、安全で安心な高度医療の提供に向

け、今後より一層努力していく所存です。

　それでは、４月の鳥取大学医学部の動きについ

てご報告いたします。

分娩部リニューアル　～温かみのある空間に～

　平成29年５月から10ヶ月に亘り実施してきた分

娩部リニューアル工事が完了し、４月より全面運

鳥取大学医学部医師会

広報委員　原　田　　　省

用を開始しました。1995年の外来棟竣工から23年

間が経ち、施設・設備が老朽化していたため、今

回のリニューアル工事で一新し、患者さんにもス

タッフにも快適な空間となりました。

　室内は、木目調の内装に間接照明を取り入れ、

広々とした温かみのある空間でリラックスしてお

産に臨んでいただけるようになりました。また、

これまでカーテンで仕切られていた部分に壁を設

置するなど、プライバシーにも十分に配慮した設

計になっています。

　不妊治療を行う検査培養室、採卵室なども同様

にリニューアルし、最新機器も導入しています。

　鳥取県の総合周産期母子医療センターおよび特

定不妊治療機関に指定されている医療機関とし

て、安心して出産・治療に臨んでいただける環境
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づくりとともに医療体制の充実を図ってまいりま

す。

平成30年度新採用職員　ホスピタリティ研修へ参

加しました

　４月10日（火）、新採用職員（研修医・医療系

技術職員・看護職員・事務系職員）を対象に、ホ

スピタリティ研修を実施し、116名が受講しまし

た。この研修は、医療従事者として必要な人権や

コミュニケーション方法等を異職種合同で学ぶ機

会を持ち、当院におけるホスピタリティの向上を

目的に開催しており、今年で12回目を迎えます。

　研修では、株式会社インソースの吉田文子さん

を講師にお招きし、附属病院の理念の理解や医療

人としてのコミュニケーション方法、接遇につい

て学びました。ファシリテーターとして参加した

12名のティーチングナースと相談しながらグルー

プディスカッションを行い、様々な職種同士の交

流を深めました。

　職員ひとりひとりが「思いやり」「心からのお

もてなし」というホスピタリティ精神を大切に

し、地域の皆様に、安心や信頼を提供できるよう

努めてまいります。

死亡時画像診断（Ai）業務の開始に関する記者説

明会を開催しました

　４月12日（木）、死亡時画像診断（Ai）業務の

開始に関する記者説明会を開催しました。

　この度、改修した医学部建物内に附属病院より

CT装置を移設し、読影用ワークステーションを

新たに導入し、４月１日より死亡時画像診断（Ai）

業務を開始しました。

　死亡時画像診断（Ai：Autopsy imaging（オー

トプシー・イメージング））とは、遺体に対する

画像診断の総称で、主に死因究明を目的として行

われています。従来の死因究明手段である解剖と

比べ、侵襲性・所要時間・コストの面で優れてい

ることから、Aiのみ、または解剖とAiを組み合

わせることで、これまでより正確な死因究明が行

われることが期待されます。

　説明会では、法医学 飯野教授の本件に関する

新しくなった分娩室

木目調で統一されました

講習の様子

グループワークの様子
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説明のほか、ご列席いただいた鳥取県警より、鳥

取県がAi業務に寄せる期待や本県の司法解剖の

現状などの説明がありました。

　Ai業務の開始により、死因究明などの法医学

領域への活用のほか、学生教育などの解剖学領域

についても活躍が見込まれます。

日米のがん医療について特別セミナーを開催

　４月20日（金）、がん診療連携拠点病院機能強

化事業として、グローバルヘルスコンサルティン

グ米国会長のアキよしかわ氏をお招きし、日米の

がん医療についての特別セミナーを開催しまし

た。

　アキよしかわ氏は、日本の医療界に「ベンチマ

ーク分析」を広めたことで知られる国際医療経済

学者であり、2014年にステージ３の大腸がんの診

断を受け、日本・アメリカ両国の医療機関で治療

を受けたがん患者でもあります。研究者・患者の

両側面から分析した日米のがん医療の違いや、近

年アメリカで注目されているキャンサーナビゲー

ションという、診断時から緩和ケアまで切れ目な

く、がん患者や家族のサポートを行う専門資格に

ついてご講演いただきました。医療制度が異なる

日米ですが、患者の“One Extra Day（特別なも

う一日）”のために、日本でもこのキャンサーナ

ビゲーションの理念を知ってもらいたいとお話く

ださいました。

　当日は、当院職員をはじめ、他院の医療従事者

の方々、医学部学生など87名が参加しました。

法医学　飯野教授

説明会の様子

CT装置

読影用装置

講演会の様子
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４日（水）	 日本医師会CBRNE（テロ災害）研修会［日医］

５日（木）	 産業医部会運営委員会［県医］

８日（日）	 広島県医師会役員との懇談会［大山ロイヤルホテル］

11日（水）	 厚生労働省による都道府県個別ヒアリング［厚生労働省］

12日（木）	 第１回理事会［県医］

　 〃 	 四師会観桜会［ホテルニューオータニ鳥取］

19日（木）	 保険医療機関指導計画打合せ会［県医］

　 〃 	 生活保護法による指定医療機関個別指導計画打合せ会［県医］

　 〃 	 第１回常任理事会［県医］

26日（木）	 関西広域連合協議会［大阪市］

　 〃 	 日医ワークショップ「会員の倫理・資質向上をめざして」［日医］

28日（土）	 中国四国医師会連合常任委員会（会長会議）［徳島市］

４月 県 医 ・ 会 議 メ モ

会員消息
〈入　会〉

大谷　侑資	 養和病院	 30．4．1

伊藤　由規	 養和病院	 30．4．1

野口　善範	 医療法人滉陽会のぐち腎クリニック	 30．4．1

渡邉ありさ	 医療法人社団赤碕診療所	 30．4．1

山根　俊夫	 野島病院	 30．4．1

東城　夏香	 鳥取大学医学部	 30．4．1

塩見　達志	 鳥取県保健事業団	 30．4．1

秋藤　洋一	 智頭病院	 30．4．1

山田　武史	 はまざきクリニック	 30．4．1

小松　恵子	 博愛病院	 30．4．1

王　　紅欣	 渡辺病院	 30．4．1

荻野　和秀	 鳥取赤十字病院	 30．4．1

藤岡　洋平	 鳥取赤十字病院	 30．4．1

井山　拓治	 鳥取赤十字病院	 30．4．1

宮内　　亘	 鳥取赤十字病院	 30．4．1

加藤　耕平	 鳥取赤十字病院	 30．4．1

福本　優子	 鳥取赤十字病院	 30．4．1

長谷川純一	 米子医療センター	 30．4．1

澤田　美波	 米子医療センター	 30．4．1

建部　　茂	 鳥取県立中央病院	 30．4．1

有田　和正	 鳥取県立中央病院	 30．4．1

河原　史歩	 鳥取市立病院	 30．4．1

中村　悠大	 鳥取市立病院	 30．4．1

松本　真実	 鳥取市立病院	 30．4．1

宮本翔太郎	 鳥取市立病院	 30．4．1

木下　　亮	 鳥取市立病院	 30．4．1

妹尾慎太郎	 鳥取市立病院	 30．4．1

明賀　翔平	 鳥取市立病院	 30．4．1

黒住　尭巨	 鳥取市立病院	 30．4．1

堀　　直人	 鳥取市立病院	 30．4．1

庄司　啓介	 鳥取市立病院	 30．4．1

宮松　　篤	 藤井政雄記念病院	 30．4．1

田中　貴俊	 倉吉病院	 30．4．1

佐藤　雄紀	 倉吉病院	 30．4．1

山田まどか	 名和診療所	 30．4．1
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細田　庸夫	 介護老人福祉施設ゆうらく	 30．4．1

佐々木修一	 日野病院	 30．4．1

鈴木　一則	 鳥取県立厚生病院	 30．4．1

河村　実穂	 鳥取県立厚生病院	 30．4．1

津田亜由美	 鳥取県立厚生病院	 30．4．1

池田　衡平	 鳥取県立厚生病院	 30．4．1

万木　洋平	 米子医療センター	 30．4．1

下坂　拓矢	 日野病院	 30．4．1

吉野　　豪	 鳥取大学医学部	 30．4．1

安宅　正幸	 鳥取県立厚生病院	 30．4．1

加藤　　順	 鳥取県立厚生病院	 30．4．1

鳥飼　勇介	 鳥取県立厚生病院	 30．4．1

土江　宏和	 鳥取県立厚生病院	 30．4．1

小倉　　彩	 ウェルフェア北園渡辺病院	 30．4．1

石原啓太郎	 鳥取県立中央病院	 30．4．3

上平　　遼	 鳥取県立中央病院	 30．4．3

細田　利奈	 鳥取県立中央病院	 30．4．3

村田　　圭	 鳥取県立中央病院	 30．4．3

吉岡　俊樹	 鳥取県立中央病院	 30．4．3

近藤　紗矢	 鳥取県立中央病院	 30．4．3

川上　　建	 鳥取県立中央病院	 30．4．3

鈴木　将浩	 鳥取県立中央病院	 30．4．5

長谷川康之	 鳥取県立中央病院	 30．4．6

竹内　裕彦	 鳥取県立中央病院	 30．4．7

尾㟢　知博	 鳥取県立中央病院	 30．4．9

小椋実佳子	 日南病院	 30．4．13

吉田つばさ	 鳥取県立中央病院	 30．4．16

〈退　会〉

足立　史郎	 足立医院	 30．3．29

鈴木　喜雅	 米子医療センター	 30．3．31

河村　実穂	 岩美病院	 30．3．31

野口　善範	 医療法人滉陽会のぐち内科クリニック	 30．3．31

細田　庸夫	 野島病院	 30．3．31

上田　直樹	 野島病院	 30．3．31

奈良井　哲	 鳥取大学医学部	 30．3．31

新垣　昌利	 米子東病院	 30．3．31

鈴木　一則	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

萩元　慎二	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

吉野　　豪	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

福田　貴規	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

福田　詩織	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

飯田　祐基	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

津田亜由美	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

安井　　翔	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

池田　陽祐	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

下坂　拓矢	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

枝野　未來	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

青笹　有紀	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

山根　浩史	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

青木　康太	 鳥取県立中央病院	 30．3．31

西本　和彦	 西本医院	 30．3．31

山田　武史	 倉吉病院	 30．3．31

松尾　諒一	 倉吉病院	 30．3．31

加藤　雅之	 日野病院	 30．3．31

中村　篤史	 渡辺病院	 30．3．31

紙本美菜子	 西伯病院	 30．3．31

髙屋　誠吾	 鳥取大学医学部	 30．3．31

小川　将也	 山陰労災病院	 30．3．31

末田　　光	 山陰労災病院	 30．3．31

森田　真紀	 山陰労災病院	 30．3．31

伊田　絢美	 山陰労災病院	 30．3．31

鈴木　祐士	 山陰労災病院	 30．3．31

入江　修平	 山陰労災病院	 30．3．31

小野　公誉	 山陰労災病院	 30．4．30

〈異　動〉

　　　　　　ちいろば発達クリニック
浜副　　薫　　　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　　　　　米子病院

　　　　　　　鳥取赤十字病院
平尾　正人　　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　鳥取県保健事業団

　　　　　　岩美病院
中山　　剛　　　↓	 30．4．1
　　　　　　智頭病院

　　　　　　西伯病院
木村　　修　　　↓	 30．4．1
　　　　　　博愛病院

　　　　　　特別養護老人ホームゆうらく
小松原孝介　　　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　　　　　自宅会員
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会 員 数
■鳥取県医師会会員数（平成30年５月１日現在） ■日本医師会会員数（平成30年５月１日現在）

東部 中部 西部 大学 合計
A1 151 74 197 0 422
A2 7 1 11 1 20
B 403 143 335 73 954
合計 561 218 543 74 1,396

東部 中部 西部 大学 合計
A1 141 70 185 0 396
A2（B） 41 29 67 3 140
A2（C） 4 0 1 0 5
B 70 23 67 5 165
C 2 1 3 0 6
合計 258 123 323 8 712

A1＝私的医療機関の開設者又は管理者である医師
A2＝公的医療機関の管理者である医師
B＝上記以外の医師

A1＝病院・診療所の開設者、管理者およびそれに準ずる会員
A2（B）＝上記A1会員以外の会員
A2（C）＝医師法に基づく研修医
B＝�上記A2（B）会員のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の
除外を申請した会員

C＝�上記A2（C）会員のうち日本医師会医師賠償責任保険加入の
除外を申請した会員

　　　　　　　　鳥取赤十字病院
縄田　隆浩　　　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　鳥取県赤十字血液センター

　　　　　　　　　　自宅会員
木下　　謙　　　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　介護老人福祉施設よなご幸朋苑

　　　　　　名和診療所	
野坂　薫子　　　↓	 30．4．1
　　　　　　　西伯病院

　　　　　　鳥取県立中央病院
中田　裕資　　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　　　岩美病院

　　　　　　鳥取県立中央病院
井上　直也　　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　　　岩美病院

　　　　　　　智頭病院
櫻井　重久　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　鳥取市立病院

　　　　　　鳥取県東部福祉保健事務所
　　　　　　（鳥取県鳥取保健所）
　　　　　　（鳥取市江津730）
長井　　大　　　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　鳥取市健康こども部鳥取市保健所
　　　　　　（鳥取市富安２丁目104−2
　　　　　　さざんか会館２階）

　　　　　　米子医療センター
濵副　隆一　　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　　　日野病院

　　　　　　自宅会員
竹茂　幸人　　　↓	 30．4．1
　　　　　　日野病院

　　　　　　鹿野温泉病院
野田　裕之　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　鳥取生協病院

　　　　　　　鳥取生協病院
木村昴一郎　　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　鳥取県立中央病院

　　　　　　　　　山陰労災病院	
渡部　信之　　　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　介護老人保健施設さかい幸朋苑

　　　　　　介護老人福祉施設さかい幸朋苑	
提嶋　一文　　　　　　↓	 30．3．1
　　　　　　錦海リハビリテーション病院

　　　　　　　　智頭病院
中瀬　一希　　　　　↓	 30．4．1
　　　　　　鳥取県立中央病院

廣岡　由美（鳥取県立中央病院）	
　　　　　　　　　　↓	 30．4．2
深谷　由美（鳥取県立中央病院）

　　　　　　鳥取県立中央病院
清水　　哲　　　　　↓	 30．5．1
　　　　　　　鳥取生協病院

　　　　　　山陰労災病院
黒田　弘明　　　　↓	 30．5．1
　　　　　　　博愛病院

延寿の杜ホームクリニック（鳥取市幸町22）
　　　　　　　　↓	 30．4．1
　　　一般社団法人いなば仁風会
　　　延寿の杜ホームクリニック
　　　（鳥取市賀露町4162）
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保険医療機関の登録指定、廃止等
保健医療機関の名称変更

米子ファミリー内科クリニック	 米　子　市	 	 30． 4． 1	 変　更
　　　　↓
米子内科糖尿病clinic

保険医療機関の指定、廃止、休止、再開

米子内科糖尿病clinic	 米　子　市	 	 30． 4． 1	 再　開

瀧田小児科医院	 鳥　取　市	 	 30． 3．31	 廃　止

延寿の杜ホームクリニック	 鳥　取　市	 	 30． 3．31	 廃　止

ちいろば発達クリニック	 米　子　市	 	 30． 3．31	 廃　止

西本医院	 倉　吉　市	 	 30． 3．31	 廃　止

細川内科胃腸科医院	 東　伯　郡	 	 29． 7．21	 休　止

足立医院	 米　子　市	 	 30． 3．29	 廃　止

森医院	 西　伯　郡	 	 30． 3．31	 廃　止

虹の森クリニック	 倉　吉　市	 	 30． 5． 1	 新　規

生活保護法による医療機関の指定、廃止、休止、再開

大津医院	 倉　吉　市	 10481	 30． 3． 1	 廃　止

大津医院	 倉　吉　市	 10495	 30． 3． 1	 指　定

のむらニューロスリープクリニック	 米　子　市	 10496	 30． 4． 1	 指　定

のぐち腎クリニック	 倉　吉　市	 10494	 30． 4． 1	 指　定

山藤医院	 鳥　取　市	 10430	 29． 5．31	 廃　止

米子ファミリー内科クリニック	 米　子　市	 10483	 29．11．30	 休　止

よなご脳神経クリニック	 米　子　市	 10497	 30． 4．24	 指　定

瀧田小児科医院	 鳥　取　市	 10002	 30． 3．31	 廃　止

ちいろば発達クリニック	 米　子　市	 10359	 30． 3．31	 廃　止

西本医院	 倉　吉　市	 10300	 30． 3．31	 廃　止

細川内科胃腸科医院	 東　伯　郡	 10308	 29． 7．21	 休　止

米子内科糖尿病clinic	 米　子　市	 10483	 30． 4． 1	 再　開

下田神経内科クリニック	 鳥　取　市	 10429	 30． 2．28	 廃　止

下田神経内科クリニック	 鳥　取　市	 15001	 30． 3． 1	 指　定

感染症法の規定による結核指定医療機関の指定、辞退

大津医院	 倉　吉　市	 	 30． 3． 1	 辞　退

大津医院	 倉　吉　市	 	 30． 3． 1	 指　定

足立医院	 米　子　市	 	 30． 3．29	 辞　退

森医院	 西　伯　郡	 	 30． 3．31	 辞　退

下田神経内科クリニック	 鳥　取　市	 	 30． 2．28	 辞　退
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下田神経内科クリニック	 鳥　取　市	 	 30． 3． 1	 指　定

原子爆弾被爆者一般疾病医療機関の指定、辞退

大津医院	 倉　吉　市	 	 30． 3． 1	 辞　退

大津医院	 倉　吉　市	 	 30． 3． 1	 指　定
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下田神経内科クリニック	 鳥　取　市	 	 30． 2．28	 辞　退

下田神経内科クリニック	 鳥　取　市	 	 30． 3． 1	 指　定

日医標準レセプトソフト（通称：ORCA／略称：日レセ）
日医による日医会員のためのレセコンソフト

ホームページアドレス

　http://www.orca.med.or.jp/

日本医師会女性医師バンク
　日本医師会女性医師バンクは、就業を希望する医師に条件にあった医療機関を紹介し、勤務環

境の調整を含め採用に至るまでの間の支援を行い、再就業後も様々なご相談に応じます。

日本医師会女性医師バンクの特色

ご連絡・お問い合わせ先　日本医師会女性医師バンク　中央センター

　　　　　　　　　　　　　〒113−8621　東京都文京区本駒込２−28−16　日本医師会館B 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL 03−3942−6512　FAX 03−3942−7397

登録・紹介等、手数料は一切いただきません。無　　料

就業に関するご相談は、コーディネーター（医師）が、丁寧に対応いたします。個別対応

ご登録いただいた情報は、適正に管理し、秘密は厳守いたします。秘密厳守

今すぐに働く予定のない方もご登録いただけます。予備登録

日本全国の医師、医療機関にご利用いただけます。（会員でない方も登録できます。）日本全国
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公告・公示

鳥取県医師会役員並びに裁定委員の選任（選挙）について（再掲）

　現在、就任しています役員並びに裁定委員の任期につきましては、平成28年６月18日開催の第196回定

例代議員会で選任されましたので、定款第31条の規定により、来る６月開催の定例代議員会をもって任期

終了となります。

　つきましては、来る平成30年６月16日（土）開催の第200回定例代議員会において下記のとおり役員並

びに裁定委員の選任（選挙）を執行いたします。

　なお、任期は、定款第31条で「選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定例代議

員会の終結の時まで」と規定されています。

記

１　選　挙　期　日　　平成30年６月16日（土）

２　場　　　　　所　　鳥取県医師会館　鳥取市戎町

３　選挙すべき役職及び員数

会長候補たる理事　　１名

副会長候補たる理事　　２名

理　　　　　　　事　　12名以内

監　　　　　　　事　　２名以内

裁 　 定 　 委 　 員　　９名

■理事及び監事並びに裁定委員に立候補しようとする者は、定款施行細則第８条の規定により、会員３名

以上10名以内の推薦を受けて、選挙期日の16日前、即ち５月31日（木）午後５時までに、文書で届け

出てください。

　なお、届け出は平日の午前９時から午後５時までの間にお願いします。

■立候補届出書、推薦書、経歴表等の届け出様式は、本会のホームページからダウンロードできます。ま

た、所属の地区医師会にあります。

■立候補の届け出の手続き等につきましては、本会事務局又は所属の地区医師会にご連絡下さい。

　以上、定款第73条の規定による公告、並びに定款施行細則第７条の規定による公示と致します。

　平成30年４月15日

公益社団法人鳥取県医師会　会長　魚　谷　　　純　
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編 集 後 記

　まず最初に表紙の写真についてです。４月号か

らになりますが、表紙写真を提供された先生に写

真にまつわるエピソードを書いて頂くことになり

ました。今月号は鳥取市・栄町クリニック松浦順

子先生です。「砂の美術館」に行ってみたくなり

ました。

　巻頭言は秋藤先生に抗菌薬の適正使用について

貴重な警鐘を鳴らして頂きました。これは世界的

に取り組まねばならない問題であり、日本として

もアクションプランを作成して国を挙げて動き始

めました。そのためには医療機関だけに留まら

ず、地域を巻き込んだ対策が必要となってきてい

ます。

　諸会議報告は、今回もいくつかありますが、保

険医療機関指導計画打合せ会からの報告がありま

す。鳥取県での類型区分別平均点数が示されてい

て、参考になるかと思います。また厚生労働省ホ

ームページにも保険診療確認項目リストが公開さ

れています。２年に一度の診療報酬改定です。こ

の機会に再度確認することをお進めします。

　春の叙勲では、能勢隆之先生が「瑞宝重光章」、

川本久雄先生と加藤一吉先生が「瑞宝双光章」を

受章されました。先生方の長年の功績に敬意を表

しますと共にこれからも更なるご活躍を祈念致し

ます。受章、おめでとうございました。

　５月４日に開催された第２回全国医師ゴルフ選

手権ですが、昨年に引き続いて鳥取県代表として

永井、藤瀬両先生に出場していただき、見事団体

で３位入賞、個人では藤瀬先生が２連覇を達成さ

れました。まだ興奮冷めやらぬうちに原稿を書い

てもらいました。是非ご一読下さい。

　シリーズものの「しろうさぎ通信」「病院だよ

り」「わが母校」への投稿ありがとうございまし

た。さらに石飛先生からの短歌および各先生方か

らフリーエッセイに貴重な原稿を頂き誠にありが

とうございます。ともすれば堅い内容になりがち

ですが、バラエティに富んだ内容に仕上がりまし

た。この医師会報は医師会側からの一方的な情報

発信だけでなく、会員の先生方からの貴重な情報

も頂いて、会員の先生方の役に立つよう双方向性

で読み応えがあるものにしたく思っています。こ

れからも続いての投稿よろしくお願いします。

編集委員　　辻　田　哲　朗

鳥取県医師会報の全文は、鳥取県医師会ホームページでもご覧頂けます。

http://www.tottori.med.or.jp/
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会報編集委員会：渡辺　憲・武信順子・辻田哲朗・太田匡彦・秋藤洋一・中安弘幸・上山高尚・徳永志保
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日本医師会 女性医師バンク
〒113-8621 東京都文京区本駒込2-28-16 日本医師会館B1F  　
TEL：03-3942-6512　FAX：03-3942-7397　E-mail：info-bank@jmawdbk.med.or.jp

検 索日本医師会女性医師バンク

https://www.jmawdbk.med.or.jp/

専任コーディネーターが
求職者の状況に合わせ

就業先を紹介

求人・求職とも紹介にかかる
費用は

すべて無料

日本医師会
会員以外でも

利用可能

医師のアドバイザーが

専門的な
相談にも対応

女性医師バンクの
特徴

─女性医師の“働く”を応援！ ─

医師の求人・求職は
日本医師会女性医師バンクへ
日本医師会女性医師バンクは厚生労働省の委託事業です。

女性医師のための就業支援

女性医師バンクではこのような離職期間がある求職者に対しては、再研修
が可能な施設をご紹介し、女性医師が安心して復帰できるよう施設側と調
整を図っています

離職期間のある求職登録者の割合

復職を支援するためには再研修が
必要不可欠

●  求職登録者の約2割が1年以上の離職期間が
 あり、再就職を希望して登録
●  離職期間のある求職者の平均的な離職期間
 は4.5年 離職期間なし

80％

離職期間あり
20％

日本医師会女性医師バンク 平成29年2月現在

女性医師バンクの求職登録者の状況

今後はますます多様な働き方を希望する女性医師が増えてくると予想されます

●求職者の約5割は30代　

出産・育児等ライフイベントの
時期と重なる

●近年では、50代の方のご登録も増加傾向

親の介護の問題なども出てくる年代

求職登録者の年代別比率

30代
52％

40代
27％

50代
9％

60代
4％

70代
1％

20代
7％

復職支援も女性医師バンクにお任せください！

女性医師バンクは、個々の状況やニーズに最大限配慮しながら、
多様な選択肢を用意してよりよい形での就労継続を支援していきます
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秀明中学校
併設：秀明高等学校

〒350-1175　埼玉県川越市笠幡4792

 ☎  049-232-3311
FAX049-232-6614

創立以来の輝かしい医学部合格実績

開催日 開催時間 会　場

６月２日（土）
10：00

15：00

10：00

15：00

10：00

15：00

10：00

15：00

大　阪
名古屋
仙　台
宇都宮
新　潟
高　崎
東　京
横　浜

大阪ガーデンパレス

名古屋ガーデンパレス

仙台ガーデンパレス

チサンホテル宇都宮

ホテルメッツ新潟

ホテルメトロポリタン高崎

東京ガーデンパレス

横浜プラザホテル

６月９日（土）

６月17日（日）

６月23日（土）
参加申込・資料ご希望の方は電話・FAX・ホームページで

学校法人　秀 明 学 園

大学名 大学名人数 人数 大学名 大学名人数 人数

地区別教育相談会 学  校  見  学  会

体  験  寮  泊  会

高校生（通学制・寮制）も募集しています。高校生（通学制・寮制）も募集しています。

 

医
療
後
継
者
育
成
は

全
寮
制
の
秀
明
第1回 12：00～７月８日（日）
９月23日（日）・11月11日（日）

７月21日（土）
　　 ～７月22日（日）

※数字は1982年～2018年度の延べ人数※順不同

首
都
圏
唯
一
の

　
　「
全
寮
制
・
中
高
一
貫
校
」

（
月
曜
登
校・金
曜
帰
宅
）

秀
明
の
卒
業
生
は
、
優
れ
た
人
物
が

高
く
評
価
さ
れ
、
医
療
の
各
界
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

国立大学等 私立大学

東 京 大 学 （ 理Ⅲ）
北 海 道 大 学
東 北 大 学
名 古 屋 大 学
大 阪 大 学
九 州 大 学
旭 川 医 科 大 学
弘 前 大 学
秋 田 大 学
山 形 大 学
筑 波 大 学
群 馬 大 学
千 葉 大 学
東 京 医 科 歯 科 大 学
新 潟 大 学
富 山 大 学

金 沢 大 学
山 梨 大 学
浜 松 医 科 大 学
岐 阜 大 学
滋 賀 医 科 大 学
島 根 大 学
徳 島 大 学
高 知 大 学
長 崎 大 学
大 分 大 学
鹿 児 島 大 学
琉 球 大 学
福 島 県 立 医 科 大 学
奈 良 県 立 医 科 大 学
防 衛 医 科 大 学 校

慶 應 義 塾 大 学
自治 医 科 大 学
産 業 医 科 大 学
岩 手 医 科 大 学
東 北 医 科 薬 科 大 学
獨 協 医 科 大 学
埼 玉 医 科 大 学
杏 林 大 学
順 天 堂 大 学
昭 和 大 学
帝 京 大 学
東 京 医 科 大 学
東 京 慈 恵 会 医 科 大 学
東 京 女 子 医 科 大 学
東 邦 大 学

日本 大 学
日本 医 科 大 学
北 里 大 学
聖マリアンナ 医 科 大 学
東 海 大 学
金 沢 医 科 大 学
愛 知 医 科 大 学
藤 田 保 健 衛 生 大 学
大 阪 医 科 大 学
関 西 医 科 大 学
近 畿 大 学
兵 庫 医 科 大 学
川 崎 医 科 大 学
福 岡 大 学
久 留 米 大 学

3 
3 
5 
3 
1 
1 
4 
7 
9 

10 
2 
7 
7 
1 
7 
6 

2 
8 
7 
1 
1 
5 
1 
2 
1 
1 
1 
8 
2 
2 

10 

3 
2 
2 

59 
4 

137 
126 
83 
57 
65 

124 
57 
21 
16 
87 

79 
38 
85 

110 
40 
76 
49 
42 
5 
6 

16 
14 
47 
12 
3 




